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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント装置と、前記クライアントにグループウェア機能を提供するサーバ装置と
がネットワークを介して接続されるネットワークシステムであって、
　前記サーバ装置は、
　グループウェア機能を実現するための作業フィールドであるウインドウに関する情報と
、前記ウインドウ上に重畳して表示させる画像オブジェクトに関する情報と、前記画像オ
ブジェクトに付帯するデータとを記憶する第１の記憶手段と、
　グループウェア機能を実現するための座席表ウインドウに関する情報と、前記座席表ウ
インドウ上に重畳して表示させる座席画像に関する情報と、前記座席画像に付帯するユー
ザデータとを記憶する第２の記憶手段と、
　前記第１の記憶手段により記憶されたウインドウに関する情報、画像オブジェクトに関
する情報、及び画像オブジェクトに付帯するデータ、並びに、前記第２の記憶手段により
記憶された座席表ウインドウに関する情報、座席画像に関する情報、及び座席画像に付帯
するユーザデータ、を前記クライアント装置に送信する送信手段と
を有し、
　前記第１の記憶手段は、前記画像オブジェクトに付帯するデータを、重畳して表示され
る前記ウインドウに対応付けて記憶し、前記画像オブジェクトに付帯するデータが複数い
ずれの前記ウインドウ上にあっても前記画像オブジェクトが付帯するデータを全てデータ
項目内に格納可能であり、
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　前記クライアント装置は、
　表示手段と、
　前記送信手段により送信されたウインドウに関する情報に基づいて、第１のウインドウ
を前記表示手段に表示させるウインドウ表示手段と、
　前記送信手段により送信された画像オブジェクトに関する情報に基づいて、画像オブジ
ェクトを前記第１のウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる画像オブジェクト
表示手段と、
　前記送信手段により送信された座席表ウインドウに関する情報に基づいて、座席表ウイ
ンドウを前記表示手段に表示させる座席表ウインドウ表示手段と、
　前記送信手段により送信された座席画像に関する情報に基づいて、座席画像を前記座席
表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる座席画像表示手段と、
　前記第１のウインドウ上に重畳して表示された画像オブジェクトを、当該第１のウイン
ドウ上から前記座席表ウインドウの座席画像上へ、移動又は複写操作させる操作手段と、
　前記操作手段により画像オブジェクトが座席画像上へ移動又は複写操作されたとき、前
記サーバ装置に当該画像オブジェクトに付帯するデータの更新要求を行う更新要求手段と
を有し、
　前記画像オブジェクト表示手段は、前記移動又は複写操作された画像オブジェクトを、
伝言情報としての当該画像オブジェクトに付帯するデータともに、第２のウインドウであ
って前記座席画像に付帯するユーザデータにより特定されるユーザの伝言ビューウインド
ウ上に重畳して前記表示手段に表示させ、
　前記サーバ装置は、
　前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前記第１の記憶手段は、移動又は複
写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ、当該画像オブジェクトが
移動又は複写操作された座席画像に付帯するユーザデータ及び伝言ビューウインドウに対
応付けて、前記データ項目内に格納すること、
　を特徴とするネットワークシステム。
【請求項２】
　前記サーバ装置において、
　前記送信手段は、更に所定画像に関する情報、並びに、所定画像に付帯し一以上のユー
ザ又は座席表内に属する全てのユーザのユーザデータを前記クライアント装置に送信し、
　前記クライアント装置において、
　前記送信手段により送信された所定画像に関する情報に基づいて、所定画像を前記第１
のウインドウ又は前記座席表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる所定画像
表示手段を有し、
　前記操作手段は、前記第１のウインドウ上に重畳して表示された画像オブジェクトを、
当該第１のウインドウ上から前記第１のウインドウ又は前記座席表ウインドウの所定画像
上へ、移動又は複写操作させ、
　前記更新要求手段は、前記操作手段により画像オブジェクトが所定画像上へ移動又は複
写操作されたとき、前記サーバ装置に当該画像オブジェクトに付帯するデータの更新要求
を行い、
　前記画像オブジェクト表示手段は、前記移動又は複写操作された画像オブジェクトを、
伝言情報としての当該画像オブジェクトに付帯するデータともに、前記所定画像に付帯す
るユーザデータにより特定されるユーザの伝言ビューウインドウ上に重畳して前記表示手
段に表示させ、
　前記サーバ装置において、
　前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前記第１の記憶手段は、移動又は複
写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ、当該画像オブジェクトが
移動又は複写操作された所定画像に付帯するユーザデータ及び伝言ビューウインドウに対
応付けて、前記データ項目内に格納すること、
　を特徴とする請求項１に記載のネットワークシステム。
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【請求項３】
　前記サーバ装置において、
　前記送信手段は、更に所定画像に関する情報を前記クライアント装置に送信し、
　前記クライアント装置において、
　前記送信手段により送信された所定画像に関する情報に基づいて、所定画像を前記第１
のウインドウ又は前記座席表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる所定画像
表示手段を有し、
　前記操作手段は、前記第１のウインドウ上に重畳して表示された画像オブジェクトを、
当該第１のウインドウ上から前記第１のウインドウ又は前記座席表ウインドウの所定画像
上へ、移動又は複写操作させるとともに、所定画像に付帯し一以上のユーザ又は座席表内
に属する全てのユーザのユーザデータを選択させ、
　前記更新要求手段は、前記操作手段により画像オブジェクトが所定画像上へ移動又は複
写操作されたとき、前記サーバ装置に当該画像オブジェクトに付帯するデータの更新要求
を行い、
　前記画像オブジェクト表示手段は、前記移動又は複写操作された画像オブジェクトを、
伝言情報としての当該画像オブジェクトに付帯するデータともに、前記所定画像に付帯す
るユーザデータにより特定されるユーザの伝言ビューウインドウ上に重畳して前記表示手
段に表示させ、
　前記サーバ装置において、
　前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前記第１の記憶手段は、移動又は複
写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ、当該画像オブジェクトが
移動又は複写操作された所定画像に付帯するユーザデータ及び伝言ビューウインドウに対
応付けて、前記データ項目内に格納すること、
　を特徴とする請求項１に記載のネットワークシステム。
【請求項４】
　前記クライアント装置において、
　前記操作手段は、前記伝言ビューウインドウ上に重畳して表示された画像オブジェクト
を、当該伝言ビューウインドウ上から、グループウェア機能を実現するための掲示板、ス
ケジュール、又はマトリクスの機能ビューウインドウ上へ、移動又は複写操作させ、
　前記更新要求手段は、前記操作手段により画像オブジェクトがいずれかの前記機能ビュ
ーウインドウ上へ移動又は複写操作されたとき、前記サーバ装置に当該画像オブジェクト
に付帯するデータの更新要求を行い、
　前記画像オブジェクト表示手段は、前記移動又は複写操作された画像オブジェクトを、
当該画像オブジェクトに付帯するデータともに、前記機能ビューウインドウ上に重畳して
前記表示手段に表示させ、
　前記サーバ装置は、
　前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前記第１の記憶手段は、移動又は複
写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ、当該画像オブジェクトが
移動又は複写操作された前記機能ビューウインドウに対応付けて、前記データ項目内に格
納すること、
　を特徴とする請求項１ないし３何れか一項記載のネットワークシステム。
【請求項５】
　前記クライアント装置において、
　前記操作手段により、前記伝言ビューウインドウ上に重畳して表示された画像オブジェ
クトを、グループウェア機能を実現するための掲示板の機能ビューウインドウ上へ、移動
又は複写操作されたとき、
　当該掲示板の閲覧対象ユーザに対して、掲示板更新通知用の画像オブジェクトを、伝言
情報としての当該画像オブジェクトに付帯するデータともに、前記閲覧対象ユーザの伝言
ビューウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させ、
　前記サーバ装置において、
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　前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前記第１の記憶手段は、移動又は複
写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ、前記閲覧対象ユーザの伝
言ビューウインドウに対応付けて、前記データ項目内に格納すること、
　を特徴とする請求項４記載のネットワークシステム。
【請求項６】
　前記第２の記憶手段の前記座席画像に付帯するユーザデータは、当該ユーザデータによ
り特定されるユーザの在席情報を含み、
　前記座席画像表示手段は、前記ユーザの在席情報を座席画像に反映して前記座席表ウイ
ンドウ上に重畳して前記表示手段に表示させること、
　を特徴とする請求項１ないし５何れか一項記載のネットワークシステム。
【請求項７】
　前記第２の記憶手段の前記座席画像に付帯するユーザデータとは独立した登録ユーザデ
ータを記憶する第３の記憶手段とを有し、
　前記第３の記憶手段の前記登録ユーザデータは、前記座席画像に付帯するユーザデータ
とは別個のユーザの在席情報を含み、
　前記座席画像表示手段は、前記別個のユーザの在席情報を座席画像に反映して前記座席
表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させること、
　を特徴とする請求項１ないし５何れか一項記載のネットワークシステム。
【請求項８】
　前記第１の記憶手段の前記ウインドウに関する情報が、スケジュール管理機能を提供す
るスケジュール機能ビューウインドウであるときに、
　スケジュール機能ビューウインドウ上に重畳して表示させる画像オブジェクトに付帯す
るデータは、スケジュール開始を示す時刻情報と、当該スケジュールが遂行される際の座
席状況を示す行動予定カテゴリ情報とを含み、
　前記時刻情報に基づきスケジュール開始の時刻になったとき、前記行動予定カテゴリ情
報に基づき、前記ユーザの在席情報に反映され、
　前記座席画像表示手段は、前記行動予定カテゴリ情報に基づく前記ユーザの在席情報を
座席画像に反映して前記座席表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させること、
　を特徴とする請求項６記載のネットワークシステム。
【請求項９】
　前記第１の記憶手段の前記ウインドウに関する情報が、スケジュール管理機能を提供す
るスケジュール機能ビューウインドウであるときに、
　スケジュール機能ビューウインドウ上に重畳して表示させる画像オブジェクトに付帯す
るデータは、スケジュール開始を示す時刻情報と、当該スケジュールが遂行される際の座
席状況を示す行動予定カテゴリ情報とを含み、
　前記時刻情報に基づきスケジュール開始の時刻になったとき、前記行動予定カテゴリ情
報に基づき、前記別個のユーザの在席情報に反映され、
　前記座席画像表示手段は、前記行動予定カテゴリ情報に基づく前記別個のユーザの在席
情報を座席画像に反映して前記座席表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる
こと、
　を特徴とする請求項７記載のネットワークシステム。
【請求項１０】
　前記座席表ウインドウ表示手段により表示される前記座席表ウインドウは、
　複数のユーザ間で共有表示可能な共有・座席表ウインドウと、
　一のユーザで表示可能なローカル・座席表ウインドウと、
　を含むこと、
　を特徴とする請求項１ないし９何れか一項記載のネットワークシステム。
【請求項１１】
　前記ローカル・座席表ウインドウは、複数のユーザ間で公開可能であり、
　公開されたローカル・座席表ウインドウを取得したユーザにより編集可能であること、
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　を特徴とする請求項１０記載のネットワークシステム。
【請求項１２】
　クライアント装置とネットワークを介して接続され、前記クライアントにグループウェ
ア機能を提供するサーバ装置であって、
　グループウェア機能を実現するための作業フィールドであるウインドウに関する情報と
、前記ウインドウ上に重畳して表示させる画像オブジェクトに関する情報と、前記画像オ
ブジェクトに付帯するデータとを記憶する第１の記憶手段と、
　グループウェア機能を実現するための座席表ウインドウに関する情報と、前記座席表ウ
インドウ上に重畳して表示させる座席画像に関する情報と、前記座席画像に付帯するユー
ザデータとを記憶する第２の記憶手段と、
　前記第１の記憶手段により記憶されたウインドウに関する情報、画像オブジェクトに関
する情報、及び画像オブジェクトに付帯するデータ、並びに、前記第２の記憶手段により
記憶された座席表ウインドウに関する情報、座席画像に関する情報、及び座席画像に付帯
するユーザデータ、を前記クライアント装置に送信する送信手段と
を有し、
　前記第１の記憶手段は、前記画像オブジェクトに付帯するデータを、重畳して表示され
る前記ウインドウに対応付けて記憶し、前記画像オブジェクトに付帯するデータが複数い
ずれの前記ウインドウ上にあっても前記画像オブジェクトが付帯するデータを全てデータ
項目内に格納可能であり、
　前記クライアント装置は、
　表示手段と、
　前記送信手段により送信されたウインドウに関する情報に基づいて、第１のウインドウ
を前記表示手段に表示させるウインドウ表示手段と、
　前記送信手段により送信された画像オブジェクトに関する情報に基づいて、画像オブジ
ェクトを前記第１のウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる画像オブジェクト
表示手段と、
　前記送信手段により送信された座席表ウインドウに関する情報に基づいて、座席表ウイ
ンドウを前記表示手段に表示させる座席表ウインドウ表示手段と、
　前記送信手段により送信された座席画像に関する情報に基づいて、座席画像を前記座席
表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる座席画像表示手段と、
　前記第１のウインドウ上に重畳して表示された画像オブジェクトを、当該第１のウイン
ドウ上から前記座席表ウインドウの座席画像上へ、移動又は複写操作させる操作手段と、
　前記操作手段により画像オブジェクトが座席画像上へ移動又は複写操作されたとき、前
記サーバ装置に当該画像オブジェクトに付帯するデータの更新要求を行う更新要求手段と
を有し、
　前記画像オブジェクト表示手段は、前記移動又は複写操作された画像オブジェクトを、
伝言情報としての当該画像オブジェクトに付帯するデータともに、第２のウインドウであ
って前記座席画像に付帯するユーザデータにより特定されるユーザの伝言ビューウインド
ウ上に重畳して前記表示手段に表示させ、
　前記クライアント装置の前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前記第１の
記憶手段は、移動又は複写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ、
当該画像オブジェクトが移動又は複写操作された座席画像に付帯するユーザデータ及び伝
言ビューウインドウに対応付けて、前記データ項目内に格納すること、
　を特徴とするサーバ装置。
【請求項１３】
　クライアント装置とネットワークを介して接続され、前記クライアントにグループウェ
ア機能を提供するサーバ装置に、
　グループウェア機能を実現するための作業フィールドであるウインドウに関する情報と
、前記ウインドウ上に重畳して表示させる画像オブジェクトに関する情報と、前記画像オ
ブジェクトに付帯するデータとを記憶する第１の記憶手段と、
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　グループウェア機能を実現するための座席表ウインドウに関する情報と、前記座席表ウ
インドウ上に重畳して表示させる座席画像に関する情報と、前記座席画像に付帯するユー
ザデータとを記憶する第２の記憶手段と、
　前記第１の記憶手段により記憶されたウインドウに関する情報、画像オブジェクトに関
する情報、及び画像オブジェクトに付帯するデータ、並びに、前記第２の記憶手段により
記憶された座席表ウインドウに関する情報、座席画像に関する情報、及び座席画像に付帯
するユーザデータ、を前記クライアント装置に送信する送信手段と、
して実行させるグループウェアプログラムであって、
　前記第１の記憶手段は、前記画像オブジェクトに付帯するデータを、重畳して表示され
る前記ウインドウに対応付けて記憶し、前記画像オブジェクトに付帯するデータが複数い
ずれの前記ウインドウ上にあっても前記画像オブジェクトが付帯するデータを全てデータ
項目内に格納可能であり、
　前記クライアント装置は、
　表示手段と、
　前記送信手段により送信されたウインドウに関する情報に基づいて、第１のウインドウ
を前記表示手段に表示させるウインドウ表示手段と、
　前記送信手段により送信された画像オブジェクトに関する情報に基づいて、画像オブジ
ェクトを前記第１のウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる画像オブジェクト
表示手段と、
　前記送信手段により送信された座席表ウインドウに関する情報に基づいて、座席表ウイ
ンドウを前記表示手段に表示させる座席表ウインドウ表示手段と、
　前記送信手段により送信された座席画像に関する情報に基づいて、座席画像を前記座席
表ウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる座席画像表示手段と、
　前記第１のウインドウ上に重畳して表示された画像オブジェクトを、当該第１のウイン
ドウ上から前記座席表ウインドウの座席画像上へ、移動又は複写操作させる操作手段と、
　前記操作手段により画像オブジェクトが座席画像上へ移動又は複写操作されたとき、前
記サーバ装置に当該画像オブジェクトに付帯するデータの更新要求を行う更新要求手段と
を有し、
　前記画像オブジェクト表示手段は、前記移動又は複写操作された画像オブジェクトを、
伝言情報としての当該画像オブジェクトに付帯するデータともに、第２のウインドウであ
って前記座席画像に付帯するユーザデータにより特定されるユーザの伝言ビューウインド
ウ上に重畳して前記表示手段に表示させ、
　前記クライアント装置の前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前記第１の
記憶手段に、移動又は複写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ、
当該画像オブジェクトが移動又は複写操作された座席画像に付帯するユーザデータ及び伝
言ビューウインドウに対応付けて、前記データ項目内に格納させること、
　を特徴とするグループウェアプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークシステム、サーバ装置、及びグループウェアプログラムの分野
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、グループウェア環境の普及により情報の伝達や共有をスムーズに行うことができ
るようになった。例えば企業等のオフィス環境では、業務効率を向上すべく、広くグルー
プウェアシステムが利用されている。グループウェアシステム（コラボレーションシステ
ム）では、メール、伝言メッセージ、掲示板、スケジュール管理、タスク管理、在席管理
といった各種ツールや各種機能が提供されており、ユーザは個人又はグループメンバー単
位で、情報管理、情報伝達、情報共有を行うことができる。このようなグループウェアシ
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ステムは、一般的に、グループウェアシステムの機能を提供するサーバ装置と、ユーザが
利用する複数のクライアント端末とがネットワークを介して接続されて構成される。
【０００３】
　このようなグループウェアシステムにおいては、様々な種類の情報が取り扱われるが、
この種のシステムが追求されるべき課題は、ユーザにとって有益な情報をいかに容易にア
クセスできるかという点にある。具体的には、例えばＵＩ（ユーザインターフェース）の
視覚性や直感的な操作性、情報の多様性、複数の機能間における情報の連携性、等の向上
や改善が要求される。
【０００４】
　これに関し、例えば情報の多様性という観点から、特許文献１には、グループ内の各作
業者のスケジュール、作業項目、アドレス、依頼事項等を管理する個人情報管理システム
と、グループウェアシステム側で管理しているグループウェア情報を一致させることがで
きる情報管理システムが提案されている。本発明によれば、従来個人情報管理システムで
管理されていた情報をグループウェアシステムで一元的に扱えるようになり、ユーザにと
って利便性の高い様々な情報をグループウェアからアクセスできるようになる。
【０００５】
　また、例えばＵＩの視覚性や直感的な操作性という観点から、特許文献２には、グルー
プワークを効率よく進められるよう、ネットワーク上にてディスカッションの場を提供す
るグループワーク支援装置が提案されている。そしてディスカッションの場では、参加者
の発言内容を付箋形式で表現して、その付箋の位置を変更したり色付けを行うことにより
、発言内容の識別や分類を容易にする技術が開示される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１記載の情報管理システムにおいて、作業項目や依頼事項等の
他の必要な項目の同期を取る場合、それぞれ個人の情報を管理しているシステム(ソフト
ウェア)毎の対応が必要となってくる。また、元々二重管理ありきの考え方であるために
、本質的に複数種類のシステム(ソフトウェア)での操作が必要となり、より単純で明快な
ユーザ操作を提供することは難しい。つまり、操作性の点において依然改善の余地がある
。
【０００７】
　また、グループウェアシステム側で個人スケジュール、作業項目、依頼事項等の個人の
情報も合わせて管理するシステムも存在しているが、スケジュールや作業項目、依頼事項
等それぞれの機能が独立して実現されているので、単に同じ操作性の中で、個々の機能を
利用できるという状況にとどまっている。例えば、掲示板やスケジュール等の機能ビュー
に表示される項目は、ぞれぞれの機能ビューに応じたデータやフォーマットが決まってい
た。そのために、ある機能ビューの情報に基づいて他の機能ビューに情報を設定する必要
が発生した場合には、再度同じ内容の情報を設定する必要があった。これは、掲示板に掲
示された情報に基づいて自分のスケジュールを設定する必要がある場合、掲示板の掲示内
容を確認しながら、自分のスケジュール情報を再入力する必要があるということである。
つまり、同一のグループウェアにも関わらず、別機能を利用するためには、複数回の設定
作業が必要になってしまうので、操作性や情報の連携性の点において問題がある。
【０００８】
　また、特許文献２記載のグループワーク支援装置においては、あくまで一機能を提供す
るに過ぎず、その一機能内におけるＵＩの視覚性や直感的な操作性を容易にしようとする
ものである。いうまでもなく、グループワークにおけるコラボレーションは、ディスカッ
ション機能に限定されるものではなく、またディスカッションに参加する個人(又は各メ
ンバー)からすれば、ディスカッションはグループワークにおける一つのイベントに過ぎ
ない。つまり、ディスカッション機能と、その他のグループワーク機能等との連続性がな
いので、情報の連携性の点において問題がある。この為、ディスカッション機能を利用す



(8) JP 5423444 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

る際の準備等に負荷が発生してしまう。
【０００９】
　本発明では上記のような問題に鑑み、グループウェアの機能間における多様な情報を連
携させ、利用者の操作性を向上するネットワークシステム、サーバ装置、及びグループウ
ェアプログラムを提供することを目的とする。より詳細には、グループウェアの各機能で
利用される多様な情報（例えば、在席情報、伝言メッセージ等）を、各機能間でシームレ
スに連携させるように管理し、一貫した操作性をもって、グループウェアが目的とすると
ころの、効率的な情報共有を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明に係るネットワークシステムは、クライアント装置と
、前記クライアントにグループウェア機能を提供するサーバ装置とがネットワークを介し
て接続されるネットワークシステムであって、前記サーバ装置は、グループウェア機能を
実現するための作業フィールドであるウインドウに関する情報と、前記ウインドウ上に重
畳して表示させる画像オブジェクトに関する情報と、前記画像オブジェクトに付帯するデ
ータとを記憶する第１の記憶手段と、グループウェア機能を実現するための座席表ウイン
ドウに関する情報と、前記座席表ウインドウ上に重畳して表示させる座席画像に関する情
報と、前記座席画像に付帯するユーザデータとを記憶する第２の記憶手段と、前記第１の
記憶手段により記憶されたウインドウに関する情報、画像オブジェクトに関する情報、及
び画像オブジェクトに付帯するデータ、並びに、前記第２の記憶手段により記憶された座
席表ウインドウに関する情報、座席画像に関する情報、及び座席画像に付帯するユーザデ
ータ、を前記クライアント装置に送信する送信手段とを有し、前記第１の記憶手段は、前
記画像オブジェクトに付帯するデータを、重畳して表示される前記ウインドウに対応付け
て記憶し、前記画像オブジェクトに付帯するデータが複数いずれの前記ウインドウ上にあ
っても前記画像オブジェクトが付帯するデータを全てデータ項目内に格納可能であり、前
記クライアント装置は、表示手段と、前記送信手段により送信されたウインドウに関する
情報に基づいて、第１のウインドウを前記表示手段に表示させるウインドウ表示手段と、
前記送信手段により送信された画像オブジェクトに関する情報に基づいて、画像オブジェ
クトを前記第１のウインドウ上に重畳して前記表示手段に表示させる画像オブジェクト表
示手段と、前記送信手段により送信された座席表ウインドウに関する情報に基づいて、座
席表ウインドウを前記表示手段に表示させる座席表ウインドウ表示手段と、前記送信手段
により送信された座席画像に関する情報に基づいて、座席画像を前記座席表ウインドウ上
に重畳して前記表示手段に表示させる座席画像表示手段と、前記第１のウインドウ上に重
畳して表示された画像オブジェクトを、当該第１のウインドウ上から前記座席表ウインド
ウの座席画像上へ、移動又は複写操作させる操作手段と、前記操作手段により画像オブジ
ェクトが座席画像上へ移動又は複写操作されたとき、前記サーバ装置に当該画像オブジェ
クトに付帯するデータの更新要求を行う更新要求手段とを有し、前記画像オブジェクト表
示手段は、前記移動又は複写操作された画像オブジェクトを、伝言情報としての当該画像
オブジェクトに付帯するデータともに、第２のウインドウであって前記座席画像に付帯す
るユーザデータにより特定されるユーザの伝言ビューウインドウ上に重畳して前記表示手
段に表示させ、前記サーバ装置は、前記更新要求手段により更新要求が行われたとき、前
記第１の記憶手段は、移動又は複写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承
しつつ、当該画像オブジェクトが移動又は複写操作された座席画像に付帯するユーザデー
タ及び伝言ビューウインドウに対応付けて、前記データ項目内に格納する。
【００１１】
　なお、本発明の構成要素、表現または構成要素の任意の組合せを、方法、装置、システ
ム、コンピュータプログラム、記録媒体などに適用したものも本発明の態様として有効で
ある。
【発明の効果】
【００１２】
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　本発明によれば、グループウェアの機能間における多様な情報を連携させ、利用者の操
作性を向上するネットワークシステム、サーバ装置、及びグループウェアプログラムを提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係るグループウェアシステム１００のネットワーク構成図を示す。
【図２】本発明の実施形態に係るサーバ装置１のハードウェア構成の一例を示す。
【図３】本発明の実施形態に係るクライアント端末２のハードウェア構成の一例を示す。
【図４】サーバ装置１及びクライアント端末２の一実施形態の主要な機能の構成を示す機
能ブロック図である。
【図５】サーバ装置１の一実施形態の主要な機能コンポーネントの構成を示す図である。
【図６】本発明に係るグループウェアの基本画面例を示す。
【図７】付箋作成の為の付箋作成画面例を示す。
【図８】付箋データの構造例を示す。
【図９】座席表・ウインドウ９００の一例を示す。
【図１０】座席表作成画面例を示す。
【図１１】座席表・ウインドウ９００の一例を示す。
【図１２】座席表プロパティのデータ構造例を示す。
【図１３】座席作成画面例を示す。
【図１４】座席表・ウインドウ９００の一例を示す。
【図１５】ユーザ情報のデータ構造例を示す。
【図１６】座席データのデータ構造例を示す。
【図１７】座席の内容表示画面例を示す。
【図１８】プレゼンス選択１７０１の選択リスト例を示す。
【図１９】座席表・ウインドウ９００の一例を示す。
【図２０】座席表利用選択画面例を示す。
【図２１】座席表を利用した付箋送信の動作を説明するためのグループウェアの基本画面
例である。
【図２２】伝言ビュー・ウインドウ２２００の一例を示す。
【図２３】ポスト作成／編集画面例を示す。
【図２４】Top画面上に配置されたポストの表示例を示す。
【図２５】伝言ビューとその他の機能ビューとの連携を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明を実施するための形態を各実施形態において図面を用いて説明する。なお、本発
明を説明するにあたって、本発明のネットワークシステムの一実施形態であるグループウ
ェアシステムに本発明を適用した例を以下に示す。
【００１５】
　[システム構成]
　（ネットワーク）
　図１は、本発明に係るグループウェアシステム１００のネットワーク構成図を示す。本
発明に係るグループウェアシステム１００においては、サーバ装置１及びクライアント端
末２が、ネットワーク３を介して接続される。
【００１６】
　サーバ装置１は、本発明に係るグループウェアサーバであり、ＤＢ（Data Base）等を
備え各種グループウェア機能をクライアント端末２に提供する。クライアント端末２は、
いわゆるユーザ端末である。サーバ装置１を介して、クライアント端末２間で情報の共有
等を行う。クライアント端末２は、望ましくはＰＣ（Personal Computer）により構成さ
れるが、これに限られずＰＤＡ（Personal Digital Assistants）、携帯電話等の情報処
理機器により構成されうる。ネットワーク３は、有線、無線を含むネットワークで、例え
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ばＬＡＮ（Local Area Network）やＷＡＮ（Wide Area Network）で構成される。
【００１７】
　なお、図１は本発明の一実施形態を説明するにあたっての一ネットワーク構成例を示し
たものであり、サーバ装置１及びクライアント端末２は、アクセス可能な限り異なるネッ
トワーク上に構築してもよいし、さらに後述する内部の機能部やＤＢは異なるサーバ上に
構築されてもよい。
【００１８】
　（サーバ装置のハードウェア）
　図２は、本発明の実施形態に係るサーバ装置１のハードウェア構成の一例を示す。サー
バ装置１は、ＣＰＵ(Central Processing Unit)１１、ＲＯＭ(Read Only Memory)１２、
ＲＡＭ(Random Access Memory)１３、通信装置１４、補助記憶装置１５を含み、相互にバ
スライン１６で接続され構成される。
【００１９】
　ＣＰＵ１１は、マイクロプロセッサ及びその周辺回路から構成され、各種のプログラム
に従って動作して各種の情報処理や演算処理、サーバ装置１各部又は全体の制御を行う中
央演算処理装置である。
【００２０】
　ＲＯＭ１２は、読み込み専用の所定の制御プログラムを格納するメモリであり、例えば
サーバ装置１を動作させるための基本的なプログラムやパラメータなどが記憶される。
【００２１】
　ＲＡＭ１３は、ＣＰＵ１１がＲＯＭ１２や補助記憶装置１５に格納されたプログラムを
実行して各種の制御や動作を行うときの作業エリアとして使用するメモリである。
【００２２】
　通信装置１４は、ネットワーク３に接続され、サーバ装置１がクライアント端末２と行
う通信を実現する通信装置である。
【００２３】
　補助記憶装置１５は、例えば不揮発性のハードディスクなどによって構成された大容量
記憶装置である。補助記憶装置１５には、各種動作を実現するプログラムや、各種データ
を格納したデータベースが記憶される。プログラムは、例えばサーバ装置１を動作させる
ための基本的なプログラムであるＯＳ(Operating System)や、通信装置１４を制御する制
御プログラム、本発明に係るグループウェアシステムを実現する為のグループウェアプロ
グラム、及びその他のプログラムである。データベースは、例えば本発明に係るグループ
ウェアシステムで利用される情報データベースである。ＣＰＵ１１が実行するグループウ
ェアプログラムにより、機能ビューや付箋（電子付箋）などの画面データが生成されクラ
イアント端末２に提供される。また、クライアント端末２からの情報はデータベースに格
納される。
【００２４】
　なお、サーバ装置１は、サーバ管理やメンテナンス用に、ディスプレイ装置で構成され
た表示装置、マウスやキーボードで構成された入力装置を備えることもできる（非図示）
。
【００２５】
　（クライアント端末のハードウェア）
　図３は、本発明の実施形態に係るクライアント端末２のハードウェア構成の一例を示す
。クライアント端末２は、ＣＰＵ２１、ＲＯＭ２２、ディスプレイ２４、キーボード２５
、マウス２６、通信装置２７、補助記憶装置２８を含み、相互にバスライン２９で接続さ
れ構成される。
【００２６】
　ＣＰＵ２１は、マイクロプロセッサ及びその周辺回路から構成され、各種のプログラム
に従って動作して各種の情報処理や演算処理、クライアント端末２各部又は全体の制御を
行う中央演算処理装置である。
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【００２７】
　ＲＯＭ２２は、読み込み専用の所定の制御プログラムを格納するメモリであり、例えば
クライアント端末２を動作させるための基本的なプログラムやパラメータなどが記憶され
る。
【００２８】
　ＲＡＭ２３は、ＣＰＵ２１がＲＯＭ２２や補助記憶装置２８に格納されたプログラムを
実行して各種の制御や動作を行うときの作業エリアとして使用するメモリである。
【００２９】
　ディスプレイ２４は、例えばＣＲＴ（Cathode Ray Tube）ディスプレイ、液晶ディスプ
レイ又はプラズマディスプレイなどの、ディスプレイ装置で構成される表示装置である。
ディスプレイ２４は、文字や画像などを表示し、本実施形態では、サーバ装置１が送信す
る機能ビューや付箋などの画面データで定義された画面などを表示したり、ユーザが入力
した文字情報や画像を表示できる。
【００３０】
　キーボード２５は、文字、数字、記号などを入力する文字キーやスペースやデリート、
バックスペースなどの各種機能を指定する機能キーを備える。これら各種キーを押し下げ
ることによりキーボード２５から文字情報、数値情報の入力や機能の指定を行う。本実施
形態では、キーボード２５を用いて、付箋内容の入力や各種機能ビューの名称などの設定
を行う。
【００３１】
　マウス２６は、ポインティングデバイスであり、マウス２６を移動させると、この移動
に伴い、ディスプレイ２４に表示されたマウスポインタや付箋なども移動するようになっ
ている。またマウス２６は、左ボタン、右ボタンなどのボタンを備えており、ディスプレ
イ２４に表示された付箋やアイコン、ラジオボタン、チェックボックス、コンボボックス
などのオブジェクトにマウスポインタを合わせてマウス２６のボタンを操作することで、
これらオブジェクトに対応した機能を選択することができる。本実施形態では、マウス２
６を用いて、サーバ装置１が提供する付箋、アイコン、ラジオボタン、チェックボックス
、コンボボックスなどのオブジェクトや各種機能ビューなどの画面を操作する。
【００３２】
　通信装置２７は、ネットワーク３に接続され、クライアント端末２がサーバ装置１と行
う通信を実現する通信装置である。クライアント端末２は、通信装置２７を介してサーバ
装置１と通信し、機能ビューや付箋などの画面データの受信及びユーザが入力したデータ
の送信を行う。
【００３３】
　補助記憶装置２８は、例えば不揮発性のハードディスクなどによって構成された大容量
記憶装置である。補助記憶装置１５には、例えば、クライアント端末２を動作させるため
の基本的なプログラムであるＯＳや通信装置２７を制御するプログラム、サーバ装置１が
提供するグループウェアサービスを利用する為の閲覧プログラム（例えば、ウェブブラウ
ザプログラムや専用ビューアプログラム）、仮名漢字変換プログラムといった各種プログ
ラムやデータなどが記憶される。これらのプログラムのうち、閲覧プログラムは、グルー
プウェアのビューア機能を実現するプログラムである。
【００３４】
　なお、閲覧プログラムとしてウェブブラウザを適用した場合、ＣＰＵ２１は、このブラ
ウザ機能により、ディスプレイ２４にブラウザ画面を表示する。ブラウザ画面は、接続先
のウェブサイトを特定するＵＲＬ(Uniform Resource Locator)を入力するＵＲＬ入力欄を
備えており、サーバ装置１が送信した画面データで定義される画面を表示する。ＣＰＵ２
１は、ブラウザ機能を用いてＵＲＬ入力欄に入力されたＵＲＬで特定されるウェブサイト
にクライアント端末２を接続したり、サーバ装置１から受信した画面データを解釈して、
機能ビューや付箋などの画面をブラウザ画面に表示したりする。
【００３５】
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　またＣＰＵ２１は、ブラウザ機能を用いてユーザがブラウザ画面から入力した情報をサ
ーバ装置１に送信することもできる。例えば、ブラウザ画面に表示されたアイコン、ラジ
オボタン、チェックボックス、ボタン、付箋などの画像オブジェクトをマウス操作でクリ
ックすることにより、これらオブジェクトが選択された旨を示す信号をサーバ装置１に送
信したり、或いはブラウザ画面に表示された入力欄から文字情報を入力して、サーバ装置
１に送信したりすることができる。また、補助記憶装置２８に記憶される画像ファイル、
テキストファイル、ワープロや表計算などのアプリケーションで利用されるファイルなど
、各種ファイルをブラウザ画面上で指定してサーバ装置１に送信することもできる。
【００３６】
　このようにウェブブラウザプログラムをＣＰＵ２１に実行させることにより、ユーザは
サーバ装置１と双方向に情報の送受信を行うことができる。本実施形態では、ＣＰＵ２１
はブラウザ機能を用いて、サーバ装置１が提供する各種グループウェア機能をユーザに提
供する。
【００３７】
　（サーバ装置及びクライアント端末の機能）
　本発明に係る実施形態のサーバ装置１及びクライアント端末２の主な機能について説明
する。本発明に係る実施形態のサーバ装置１は、上述したようにグループウェアサーバで
あるので、一般的な各種グループウェア機能を、ネットワークを介してクライアント端末
２に提供する。例えば、クライアント端末２は、サーバ装置１にアクセスして、「掲示板
」、「スケジュール」、「マトリクス」、「座席表」、「伝言ビュー」等の機能ビューを
表示させる。そして、クライアント端末２は、表示画面等に表示された各機能ビューを操
作し、個人又はグループメンバー単位で情報管理、情報伝達、情報共有等を行いながら、
個人又はグループ業務等を遂行する。
【００３８】
　図４は、サーバ装置１及びクライアント端末２の一実施形態の主要な機能の構成を示す
機能ブロック図である。図に示されるように、サーバ装置１は、記憶部１０１、送信部１
０２を含む構成である。また、クライアント端末２は、表示部２０１、画像オブジェクト
表示部２０２、操作部２０３、更新要求部２０４を含む構成である。より詳しくは後述す
るので、各機能についてここでは簡単に説明する。なお、図４は本発明を便宜的に説明す
る為の機能ブロック図であり、上述している通り本発明に係るサーバ装置１はグループウ
ェアサーバであるので、グループウェア機能を実現する為の各種一般機能は当然に有して
いる（非図示）。またクライアント端末２についても、上述している通り本発明に係るク
ライアント端末２はクライアント端末であるので、グループウェア機能を利用操作する為
の各種一般機能は当然に有している（非図示）。
【００３９】
　まず、サーバ装置１の記憶部１０１は、グループウェア機能を実現するための作業フィ
ールドであるウインドウに関する情報と、ウインドウ上に重畳して表示させる画像オブジ
ェクトに関する情報と、画像オブジェクトに付帯するデータとを記憶する機能を有してい
る。ウインドウは、例えば各機能ビューのウインドウなどが相当し、画像オブジェクトは
、例えば付箋（詳細後述）などに相当する。また画像オブジェクトに付帯するデータは、
例えば付箋に紐付くデータ情報である。つまり、記憶部１０１は、クライアント端末２側
でグループウェア利用にあたって必要とされる表示情報やデータを記憶している。これら
情報やデータは、クライアント端末２に送信され、ユーザがグループウェア機能を好適に
利用できるような表示形態で表示画面上に表示される。
【００４０】
　ここで記憶部１０１では、画像オブジェクトに付帯するデータを、重畳して表示される
ウインドウに対応付けて記憶し、画像オブジェクトに付帯するデータが複数いずれのウイ
ンドウ上にあっても画像オブジェクトが付帯するデータを全てデータ項目内に格納可能と
なっている。具体的に、まず各機能ビューはそれぞれ本来の役割があるので、機能ビュー
毎に求められる情報には差異がある。例えばスケジュール等の機能ビューであれば、時間
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情報は必須であるが、一方マトリクス等の機能ビューであれば必ずしも時間情報は必須で
なく、むしろタスクの重要度を示す位置情報が必須である。従って記憶部１０１がＤＢで
構成される場合、ＤＢ１０１は画像オブジェクトがどの機能ビュー上に配置されていても
、保持されるべきデータを全て格納可能にスキーマ構築される。具体的に、スケジュール
等の機能ビュー上の画像オブジェクトであっても、ＤＢ上は、スケジュール機能ビュー用
の時間情報のみならず、マトリクス機能ビュー用のタスクの重要度を示す位置情報をもま
た格納できるデータ構造を有している。勿論データ値自体は、画像オブジェクトがスケジ
ュール等の機能ビュー上にある限りは、時間情報のみ必須であり、位置情報は必須ではな
い。このように画像オブジェクトがどの機能ビュー上に配置されても全てのデータを格納
できるようになっている。これはいずれの機能ビュー上であっても、機能ビュー毎で利用
される多様な情報をシームレスに利用できるようにするためである。この点、詳細は再度
後述する。なお、以下の実施形態において、記憶部１０１はＤＢ１０１として説明する。
【００４１】
　また、記憶部１０１は、機能ビューの１つである座席表・機能ビューを構成するための
各種情報を保持している。座席表・機能ビューは、グループウェア内の１つの機能で、メ
ンバーの座席状態（例えば在席、離席、外出等）を、座席表を通じて確認できるようにす
る機能ツールである。よって、グループウェア機能を実現するための座席表ウインドウに
関する情報と、座席表ウインドウ上に重畳して表示させる座席画像に関する情報と、座席
画像に付帯するデータとが保持されている。ここで具体的に、座席表ウインドウに関する
情報とは、座席表・機能ビューを構成・表示させるための情報であり、座席画像に関する
情報とは、座席表・機能ビュー内に表示させる座席画像であり、座席画像に付帯するデー
タとは、座席画像により特定され座席に属するユーザのデータ（ユーザＩＤ、所属情報、
在席状況等）である。
【００４２】
　送信部１０２は、記憶部１０１により記憶されたウインドウに関する情報、画像オブジ
ェクトに関する情報、画像オブジェクトに付帯するデータなどを、クライアント端末２に
送信する機能を有する。これら情報やデータは、クライアント端末２に送信され、ユーザ
がグループウェア機能を好適に利用できるような表示形態で表示画面上に表示される。ま
た同様に、座席表・機能ビューを構成するための各種情報、つまり上述の座席表ウインド
ウに関する情報、座席画像に関する情報、及び座席画像に付帯するデータについてもまた
クライアント端末２に送信する。これにより、ユーザが座席表・機能ビューを利用できる
。
【００４３】
　次に、クライアント端末２の表示部２０１は、サーバ装置１より送信されたウインドウ
に関する情報に基づいて、複数のウインドウを表示手段（例えばディスプレイ２４）に表
示させる機能を有する。具体的に、例えば機能ビューである「掲示板」、「スケジュール
」、「マトリクス」、「伝言ビュー」の機能ビューをクライアント端末２のディスプレイ
２４に表示させる。クライアント端末２は、ディスプレイ２４上、この機能ビューを同時
に複数表示させることができる。ユーザは、クライアント端末２の画面に表示されたこれ
ら機能ビューを使用して、ユーザは個人又はグループメンバー単位で、情報管理、情報伝
達、情報共有等を行う。また同様に、クライアント端末２の表示部２０１は、サーバ装置
１より送信された座席表ウインドウに関する情報に基づいて、座席表ウインドウを表示手
段に表示させる。そして座席画像に関する情報に基づいて、座席画像を座席表ウインドウ
上に重畳して表示手段に表示させる。これにより具体的には、座席表・機能ビューが表示
され、座席表上に各ユーザの座席画像が表示されることになる。
【００４４】
　また、画像オブジェクト表示部２０２は、サーバ装置１より送信された画像オブジェク
トに関する情報に関する情報に基づいて、画像オブジェクトをウインドウ上に重畳して表
示手段に表示させる機能を有する。具体的に、画像オブジェクトの一例としての「付箋」
を各機能ビュー上に表示させる。付箋には、「掲示板」機能ビューであれば、掲示すべき
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掲示情報などが保持される。「スケジュール」機能ビューであれば、ユーザ個人やグルー
プの管理すべきスケジュール情報などが保持される。「マトリクス」機能ビューであれば
、ユーザ個人やグループの管理すべきタスク情報などが保持される。
【００４５】
　操作部２０３は、表示手段により表示されるウインドウ上の画像オブジェクトを、当該
ウインドウ上から座席表ウインドウの座席上へ移動又は複写操作させる機能を有する。具
体的に、クライアント端末２の画面上に表示される複数の機能ビュー上の付箋を、座席表
ウインドウの座席上へ移動又は複写操作させる機能を提供する。その際、付箋に付帯され
ているデータ（複数のデータ項目を含む）は、移動先の機能ビュー（例えば伝言ビュー）
においても利用可能なように継承される。この点詳細は再度後述する。
【００４６】
　更新要求部２０４は、画像オブジェクトが座席表ウインドウの座席上へ移動又は複写操
作されたとき、サーバ装置１に当該画像オブジェクトに付帯するデータの更新要求を行う
機能を有する。なお、更新要求が行われたとき、サーバ装置１の記憶部１０１は、移動又
は複写操作された画像オブジェクトに付帯するデータを継承しつつ移動先のウインドウに
対応付けて、付帯するデータをデータ項目内に格納する。具体的に、メモ帳等の上から、
画像オブジェクトの一例である付箋が座席表ウインドウの座席上へ移動又は複写操作され
たとき、付箋に付帯するデータをそのまま継承しつつ、移動先の伝言ビューに対応付けて
、付帯するそのデータをデータ項目内に格納する。この点再度後述する。
【００４７】
　なおいうまでもなく、これらの機能は実際には上述のＣＰＵ１１及びＣＰＵ２１が実行
するプログラムによりコンピュータに実現させるものである。
【００４８】
　（機能コンポーネント）
　次に、本発明に係る実施形態のサーバ装置１に具体的に実装される機能コンポーネント
について説明する。図５は、サーバ装置１の一実施形態の主要な機能コンポーネントの構
成を示す図である。本発明に係る実施形態のサーバ装置１は、上述した各機能部の機能を
より具体的に実現する為、以下の機能コンポーネント（機能プログラム）を有している。
なお、一実施形態としてのサーバ装置１は、機能ビューに関し、「掲示板」、「スケジュ
ール」、「マトリクス」、「座席表」、「伝言ビュー」の機能ビューをクライアント端末
２に提供するが、これら機能ビューに限定されず、グループウェアに関するその他の機能
ビューを備えるようにすることも可能である。以下、各機能コンポーネントを説明する。
なお図中の各機能コンポーネントのブロックは、上段にその機能コンポーネントが持つデ
ータ（名）が示され、下段にその機能コンポーネントが行う処理機能（名）が示されてい
る。
【００４９】
　表示コンポーネント５０１は、クライアント端末２に対して入出力に関する画面制御を
行ない、グループウェア機能の基本画面（基本ウインドウ）等の表示全般を行なうコンポ
ーネントである。表示コンポーネント５０１による基本画面の操作を介して、各種コンポ
ーネントへ各種操作指示がなされる。例えば、ユーザは基本画面の操作を介して、付箋コ
ンポーネント５０２に付箋作成指示を行ったり、座席表コンポーネント５１４に座席表を
表示する指示を行うことで、サーバ装置１によるグループウェア機能全般を利用すること
ができるようになっている。
【００５０】
　付箋（画像オブジェクト）コンポーネント５０２は、各種機能ビュー及びメモ帳上に自
由に配置される付箋(画像オブジェクト)の作成、付帯される情報内容の表示、機能ビュー
及びメモ帳間の付箋画像イメージの操作（例えば移動等）及び操作に伴うデータ設定等の
制御を行なうコンポーネントである。なお、付箋に付帯されるデータについての詳細は後
述する。
【００５１】
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　メモ帳コンポーネント５０３は、付箋(画像オブジェクト)を一時的に保持する一時作業
フィールドであるメモ帳フィールドの表示を行うコンポーネントである。メモ帳には、自
由に付箋を貼り付けて置いておくことができるので、各機能ビューに配置する前の情報の
整理スペースや、詳細が決定されていないＴｏＤｏリストの保管場所などとして利用でき
る。
【００５２】
　ＤＢアクセスコンポーネント５０４は、他のコンポーネントからの要求に応じて、デー
タが格納された上述のＤＢ１０１に対し、データの検索、更新、追加、及び削除の処理を
行うコンポーネントである。
【００５３】
　ポストコンポーネント５０５は、後述のポスト作成画面を表示し、ポストの名称及び送
信対象とするユーザの事前設定を行ったり、ポスト付箋送信確認画面を表示して、送信対
象とするユーザを選択して付箋を送信する機能を持ったコンポーネントである。ここでポ
ストコンポーネント５０５とは、画像オブジェクトの一例である付箋をドロップする操作
がポストに郵便物を投函する行為に類似していることに由来して命名されたものである。
【００５４】
　ユーザ情報コンポーネント５０６は、本発明に係るグループウェアシステム１００にユ
ーザを登録する際に作成され、ユーザが個別にもっている登録情報であるユーザ情報プロ
パティの設定を行う機能を持ったコンポーネントである。座席コンポーネント５１５やス
ケジュールコンポーネント５１３等の各コンポーネントに対してこの設定内容を反映させ
たりすることもできる。
【００５５】
　チェッカーコンポーネント５０７は、付箋データ上の行動予定カテゴリとユーザ情報コ
ンポーネント５０６の持つ在席状況又は座席コンポーネント５１５の持つ在席状況を監視
し、適切な在席状況に設定する機能を持ったコンポーネントである。
【００５６】
　次いで、機能ビュー５１０は、掲示板コンポーネント５１１、マトリクスコンポーネン
ト５１２、スケジュールコンポーネント５１３、座席表コンポーネント５１４、座席コン
ポーネント５１５、伝言コンポーネント５１６等で構成される。上述したように、グルー
プウェア機能に応じて、その他の機能コンポーネントを含んで構成されることも可能であ
る。
【００５７】
　掲示板コンポーネント５１１は、グループウェア機能の一構成要素である掲示板の作成
や、閲覧や操作可能なユーザの権限を設定するコンポーネントである。掲示板は、付箋(
画像オブジェクト)を掲示板上に配置（貼り付け）することで情報掲示板として活用され
る。
【００５８】
　マトリクスコンポーネント５１２は、グループウェア機能のマトリクスの作成や、基本
画面上の機能ビューの一構成要素である。マトリクスは、遂行されるべきタスク情報とし
ての付箋をマトリクス上に配置（貼り付け）することで、タスク管理等に利用される。
【００５９】
　スケジュールコンポーネント５１３は、グループウェア機能のスケジュールの表示を行
うコンポーネントである。スケジュールは、日、週、月、年単位などの暦（カレンダー）
形式のスケジュール表に、付箋を配置することで、スケジュール管理等に利用される。ス
ケジュールコンポーネント５１３は、スケジュール表の付箋をユーザやグループに伝言と
して送信することもできる。また、スケジュール表の選択を行うことで、ユーザ個人のス
ケジュールや他のユーザのスケジュール、グループのスケジュールといった表示対象を選
んで表示できる。
【００６０】
　座席表コンポーネント５１４は、グループウェア機能の座席表にて、座席表や座席を作
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成して表示させたり、座席に対して伝言（例えば付箋）を送信したり、座席表プロパティ
（座席表名称、共有設定等）の設定を行うコンポーネントである。
【００６１】
　座席コンポーネント５１５は、グループウェア機能の座席表にて、ユーザ毎の座席内容
（在籍状況含む）の表示、移動を行うコンポーネントである。
【００６２】
　伝言コンポーネント５１６は、他ユーザに送信した伝言（例えば付箋）や、他ユーザか
ら受信した付箋を一覧表示する機能や、受信した付箋を確認し、返信を行う機能を持った
コンポーネントである。
【００６３】
　以上、本発明のネットワークシステムの一実施形態であるグループウェアシステム１０
０の構成として、サーバ装置１及びクライアント端末２のハードウェア、各機能ブロック
、及びサーバ装置１の機能コンポーネントについて説明したが、次に具体的な画面例等を
参照しながらより具体的に説明をしていく。
【００６４】
　[実施形態１：概要]
　まず本実施形態１においては、本発明に係るグループウェアの概要（基本画面、機能ビ
ュー、メモ帳、付箋、付箋データ）、及び付箋の操作概要（作成、編集、移動等）につい
て説明を行う。その上で後述の実施形態において、機能ビューに注目して説明していく。
【００６５】
　図６は、本発明に係るグループウェアの基本画面例を示す。ユーザはクライアント端末
２において、当該基本画面６００を操作しグループウェア機能全般を利用することができ
るようになっており、例えば、掲示板６１１における情報閲覧や情報掲載、スケジュール
６１２における個人又はグループメンバーのスケジュール管理、マトリクス６１３におけ
るタスク管理、座席表６１４による在席管理、伝言ビュー６１５による伝言のやり取り、
といったサーバ装置１が提供するグループウェア機能を利用することができる。
【００６６】
　クライアント端末２の閲覧プログラムとしてウェブブラウザを適用した場合、ディスプ
レイ２４にブラウザ画面が表示される。ブラウザ画面６００は、接続先のウェブサイトを
特定するＵＲＬを入力するＵＲＬ入力欄６４０を備えており、サーバ装置１が送信した画
面データで定義される画面が表示される。
【００６７】
　基本画面６００は、大きく機能ビュー・ウインドウ６１０と、メモ帳・ウインドウ６２
０とに分けて構成される。機能ビュー・ウインドウ６１０は、各種機能ビューを切替えな
がら、又は同時に表示させながら、サーバ装置１が提供するグループウェア機能を利用す
ることができるいわばメインウインドウである。図６においては、掲示板６１１の機能ビ
ューが表示され、掲示板のウインドウ内には掲示物としての付箋ａ～ｄが掲示されている
。また掲示板といっても、複数の掲示板を作成できるので、切替え操作により参照したい
掲示板の切替えを行うことができる。また、その他のスケジュール６１２や、マトリクス
６１３、座席表６１４、伝言ビュー６１５などの機能ビューについては、機能ビュー選択
タブ６１１～６１５を操作すれば、機能ビューの切替えを行える。また、タブ形式のみな
らず、機能ビュー毎に単一のウインドウでもって同時に表示（マルチウインドウ形式とい
う）させることもできる。
【００６８】
　メモ帳・ウインドウ６２０は、付箋を一時的に保持する一時作業フィールドとして利用
される。メモ帳には、新たに作成、又は機能ビューから移動又は複写してきた付箋を暫定
的に置いておくことができるので、各機能ビューに配置する前の情報の整理スペースや、
詳細が決定されていないＴｏＤｏリストの保管場所などとして利用できる。図６のメモ帳
・ウインドウ６２０においては、付箋ｅ、ｆが置かれており、これら付箋ｅ、ｆは、各種
機能ビュー上に移動又は複写することができる。
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【００６９】
　図中、付箋作成(アイコン)６３０は、新たに付箋を作成する場合、この付箋作成６３０
を押下することにより、各機能ビュー又はメモ帳上に、画像オブジェクトとしての付箋を
作成することができる。また、ポスト作成(アイコン)６５０は、新たにポストを作成する
場合、このポスト作成６５０を押下することにより、座席表・機能ビューや基本画面６０
０上段に、ポスト（アイコン）を作成することができる。ポストは付箋をポスト上にドラ
ッグ・アンド・ドロップ操作を行うことで設定されている宛先に伝言が送信されるもので
あるが、このポストに関しては再度後述する。続いて、付箋の作成等について説明する。
【００７０】
　（付箋の作成）
　本実施形態において、付箋（電子付箋）はグループウェアで取り扱われる情報を伝達す
る為の情報伝達媒体である。一般に付箋は書類整理等の用途で用いられる小さな紙として
知られている。紙製の付箋には微力な粘着物が塗られているので、付箋内にメモを記載し
て至る所に自由に貼り付けたり剥したりできる。本実施形態においては、そのような紙製
の付箋イメージを、ＵＩや操作性の向上の観点から直感的にグループウェアを利用できる
よう、付箋をグループウェアの情報伝達媒体として適用したものである。従って、本実施
形態の付箋はあくまで画像オブジェクトの一例であり、付箋という画像オブジェクトに限
られるものでないことはいうまでもない。
【００７１】
　図７は、付箋作成の為の付箋作成画面例を示す。付箋を作成する場合、ユーザはクライ
アント端末２の画面（表示画面）上において、図６の付箋作成(ボタン)６３０を、マウス
２６を用いて例えば左クリック操作を行う。すると図７に示される付箋作成画面７００が
表示される。タイトル入力欄７０１、内容入力欄７０２をそれぞれ入力し、確定７０３を
押下すると、付箋が作成（登録）され、各機能ビューやメモ帳６２０上の作業フィールド
上に付箋が貼り付けられて表示される。
【００７２】
　なお、いずれの機能ビュー、メモ帳６２０上に付箋を配置するかは、例えばポインティ
ングデバイスでターゲットとなる機能ビューやメモ帳を指定してもよいし、付箋作成画面
７００内で指定できるようにしてもよい。
【００７３】
　一方、付箋作成画面７００においてキャンセル７０４を押下すると付箋作成をキャンセ
ルできる。
【００７４】
　なお、図７に示される付箋作成画面７００は、メモ帳上に付箋が作成される場合の付箋
作成画面例とする。各機能ビューによって入力される必須項目に差異があるので、付箋作
成画面もまた各機能ビューによって少々異なるからである。各機能ビューにおける付箋作
成画面は各機能ビューの説明において別途説明する。
【００７５】
　付箋作成動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の付
箋作成指示機能、付箋表示機能と、付箋コンポーネント５０２の付箋作成機能、内容表示
機能、入力設定機能と、機能ビュー５１０の各機能ビューコンポーネント５１１～５１３
及びメモ帳コンポーネント５０３の付箋貼り付け機能とを用いて行われる。また、ＤＢア
クセスコンポーネント５０４の追加機能により付箋データがＤＢ１０１に登録される。
【００７６】
　（付箋データ）
　ここで、作成された付箋（画像オブジェクト）に付帯されるデータについて説明する。
以下、便宜的にこれを付箋データという。
【００７７】
　図８は、付箋データの構造例を示す。付箋コンポーネント５０２が作成する付箋は図に
示されるようなデータ構造を有している。本発明に係る付箋は、いずれの機能ビュー上、
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メモ帳上においても作成、配置可能であるので、いずれの作業フィールド上に配置されて
もよいように、予めデータ項目を全て格納可能なデータ構造としている。上述の付箋作成
画面７００で一つの付箋が作成されると、ＤＢ１０１において一つの付箋毎につきデータ
がこれらデータ項目に格納される。
【００７８】
　図８の付箋データの構造例において、「項目名（データ項目名）」、「項目の説明」、
「メモ帳」、「掲示板」、「マトリクス」、「スケジュール」、「伝言ビュー」の欄が示
されている。「項目名」は、各データ項目の名称を示し、「項目の説明」には、項目の説
明が説明されている。「メモ帳」、「掲示板」、「マトリクス」、「スケジュール」、「
伝言ビュー」は、付箋の配置可能な各機能ビューにおいて各項目（データ項目）が必須、
任意であるかを示すものである。例えば、Ｎｏ７、８、１０、１１の項目は、作業フィー
ルド上の付箋の配置位置及び形状（大きさ）の値を示すデータ項目であるが、そのデータ
項目の性格上、「メモ帳」や、「掲示板」及び「マトリクス」の機能ビューにおいては必
須の情報である。これらデータ項目がない場合、作業フィールド上のどこに、どのような
大きさの付箋を配置すればよいか決定できないからである。一方、「スケジュール」の機
能ビューは、後述するように、日、週、月、年単位などの暦（カレンダー）形式のスケジ
ュール表内に付箋が配置されるので、特段これらの情報は必要でない。従って任意のデー
タ項目とされる。また「伝言ビュー」の機能ビューは、後述するように、付箋は伝言メッ
セージとして伝言リスト内に配置（格納）されるので、特段これらの情報は必要でない。
従って同様に任意のデータ項目とされる。任意という意味は、付箋が「スケジュール」や
「伝言ビュー」で利用される場合、任意データ項目の値自体は参照（使用）されないが、
データ項目として値自体は保持していてもよいということである。この点、各項目（各デ
ータ項目）は、各機能ビューコンポーネント５１０やメモ帳コンポーネント５０３により
、各機能ビュー又はメモ帳に対応する表示形式で表示コントロールが行われる。
【００７９】
　なお図８の付箋データの構造例において、付箋が「座席表」上に配置された際に必須又
は任意とされるデータ項目を掲載していないのは、「座席表」上自体には付箋が配置され
そのまま維持されることはないからである。つまり、「座席表」上においての付箋の使い
方は、座席アイコン上に付箋に対してドラッグ・アンド・ドロップ操作を行うことにより
、座席にて特定されるユーザに当該付箋を伝言として送信させるものであるので、「座席
表」上に配置された際に付箋が持つべきデータ項目は規定される必要がない。「座席表」
上においての付箋の使い方は後にまた詳述する。
【００８０】
　以上、各「項目名」の説明は、図８の「項目の説明」の欄にここでは一旦譲るとして、
以下説明していく実施例中において適宜触れて説明していくものとする。
【００８１】
　早速、上述の付箋の作成に振り返り、図８を参照して説明する。例えば、メモ帳上に付
箋が作成された場合に当てはめてみると、付箋データには、少なくとも必須項目であるＮ
ｏ１、２、６～８、１０、１１、１９～２２、２８のデータ項目に値が設定される。また
、タイトル入力欄７０１や内容入力欄７０２が入力されていれば（図７）、Ｎｏ４、５も
併せて値が設定される。そして、ＤＢアクセスコンポーネント５０４の追加機能により付
箋データがＤＢ１０１に登録される。なお例えばＮｏ７、８、１０、１１、２６は、付箋
データ上必須項目であるが、付箋作成時のデフォルト値としては所定値が設定されればよ
い（後にも変更可能）。また例えばＮｏ１、２、６、１９～２２は、直接ユーザにより入
力されなくとも自動的にこれら情報は取得され入力されることができる。
【００８２】
　（付箋の編集、内容表示の動作例）
　再び図６を参照する。メモ帳・ウインドウ６２０内や機能ビュー・ウインドウ６１０内
に作成された付箋の編集又は付箋の内容の表示を行う場合、ユーザは、マウス２６を用い
て図６の付箋ａ～ｆに対し、例えばダブルクリック操作を行う。すると図７の付箋作成画
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面７００が表示される。ここでは付箋の編集を行う場合の操作であるので、タイトル入力
欄７０１、内容入力欄７０２には、何らかの情報が既に入力されている。
【００８３】
　付箋の編集を行う場合、ユーザはタイトル入力欄７０１、内容入力欄７０２を編集し、
確定７０３を押下することで、当該編集内容を反映させる。付箋編集動作は、機能コンポ
ーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の付箋表示機能と、付箋コンポーネ
ント５０２の内容表示機能、入力設定機能とを用いて行われる。また例えば、図８の付箋
データの構造例におけるＮｏ４、５、２１、２２が少なくとも更新され、ＤＢアクセスコ
ンポーネント５０２の更新機能により、ＤＢ１０１上の付箋データが更新される。
【００８４】
　付箋の内容表示を行う場合、ユーザは、マウス２６を用いて図６の付箋ａ～ｆに対し、
例えばダブルクリック操作を行う。すると図７の付箋作成画面７００が表示される。付箋
内容表示を行う場合であるので、タイトル入力欄７０１、内容入力欄７０２には、何らか
の情報が入力されており、ユーザは内容表示されたこれら情報を確認する。また、付箋作
成画面７００においてキャンセル７０４を押下すると付箋作成画面７００を閉じることが
できる。内容表示動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０
１の付箋表示機能と、付箋コンポーネント５０２の内容表示機能と、ＤＢアクセスコンポ
ーネント５０２の検索機能とを用いて行われる。
【００８５】
　（付箋の移動、コピーの動作例）
　付箋の移動を行う場合、ユーザは、マウス２６を用いて図６の付箋ａ～ｆに対し、例え
ばドラッグ操作を行なって付箋の移動を行い、任意の移動先にドロップする。移動は、同
一の機能ビュー６１１～６１５間、同一のメモ帳６２０内、もしくは機能ビュー６１１～
６１５及びメモ帳６２０間において、同一の操作（例えばドラッグ・アンド・ドロップ操
作）によって行うことができる。機能ビュー６１１～６１５間で付箋の移動を行う場合は
、複数の機能ビューを同時に表示させてから移動操作を行う。移動動作は、機能コンポー
ネント構成（図５）中の付箋コンポーネント５０２の移動機能と、各機能ビュー５１０の
付箋貼り付け機能又はメモ帳コンポーネント５０３の付箋貼り付け機能を用いて行われる
。また、図８の付箋データの構造例におけるＮｏ６（機能ビュー間又はメモ帳間移動の場
合）、７、８、２１、２２が少なくとも更新され、ＤＢアクセスコンポーネント５０２の
更新機能により、ＤＢ１０１上の付箋データが更新される。
【００８６】
　付箋のコピー（複写）を行う場合、ユーザは、マウス２６を用いて図６の付箋ａ～ｆに
対し、例えば右クリック操作を行う。メニュー・ボックスが表示され、メニュー・ボック
スには、例えば「コピー」、「貼り付け」、「削除」等の付箋に対する操作指示内容が選
択できるようになっている。ユーザは「コピー」を選択してから、任意の移動先上で右ク
リックして再度メニュー・ウインドウを表示し「貼り付け」を選択することにより、付箋
のコピーを行うことができる。コピー動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の付箋
コンポーネント５０２の処理選択機能と、各機能ビュー５１０の付箋貼り付け機能又はメ
モ帳コンポーネント５０３の付箋貼り付け機能を用いて行われる。また、図８の付箋デー
タの構造例におけるＮｏ２、４、５、９～１８、２６、２８がコピーされ、Ｎｏ１、６、
７、８、１９～２２が新たに設定され、ＤＢアクセスコンポーネント５０２の追加機能に
より、ＤＢ１０１上の新たな付箋データが登録される。
【００８７】
　（付箋の削除の動作例）
　付箋の削除を行う場合、ユーザは、マウス２６を用いて図６の付箋ａ～ｆに対し、例え
ば右クリック操作を行う。メニュー・ボックスが表示され、メニュー・ボックスには、例
えば「コピー」、「貼り付け」、「削除」等の付箋に対する操作指示内容が選択できるよ
うになっている。ユーザは「削除」を選択することにより、付箋の削除を行うことができ
る。それまで表示されていた付箋は、その削除後、非表示となる。削除動作は、機能コン
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ポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の付箋表示機能と、付箋コンポー
ネント５０２処理選択機能とを用いて行われる。また、図８の付箋データの構造例におけ
るＮｏ２８において削除フラグ「1：非表示」に設定され、ＤＢアクセスコンポーネント
５０３の削除機能により、ＤＢ１０１上の付箋データが更新される。削除フラグが「1：
非表示」とされた付箋データは一定期間経過後、付箋データ自体ＤＢ１０１から削除され
るようにしてもよい。
【００８８】
　以上、本実施形態１においては、本発明に係るグループウェアの概要（基本画面、機能
ビュー、メモ帳、付箋、付箋データ）、及び付箋の操作概要（作成、編集、移動等）につ
いて説明を行った。このように、本発明に係るグループウェアにおいては、付箋の操作に
関して、基本画面内の各機能ビュー及びメモ帳によらず、上述のような同一（共通）の操
作性を持って付箋の操作を行うことができる。次に各機能ビューに注目して説明していく
。
【００８９】
　[実施形態２：座席表及び伝言ビューの連携]
　続いて「座席表」機能ビュー（以下単に座席表という場合がある）、「伝言ビュー」機
能ビュー（以下単に伝言ビューという場合がある）について説明する。
【００９０】
　（座席表作成の動作例）
　図９は、座席表・ウインドウ９００の一例を示す。図に示される座席表・ウインドウに
は、いずれの座席表も作成されていない初期の状態にある。新たな座席表を作成する場合
、座席表・ウインドウ９００内に設けられた座席表作成（ボタン）９０１を例えば左クリ
ックする。また座席表が既に作成されている場合、選択ボックス９０２から表示する座席
表を選択し表示できるようにもなっている。
【００９１】
　新たな座席表を作成する場合、座席表・機能ビュー内の座席表作成９０１を例えば左ク
リックすると、図１０に示される座席表作成画面１０００が表示される。座席表作成画面
１０００において、ユーザは作成しようとする座席表の名称を座席表名入力欄１００１に
入力する。座席表の名称は任意に入力でき、例えば「usergroup02」と入力すれば、ユー
ザグループ２で使用される座席表を作成できる。
【００９２】
　共有設定１００２は、作成中の座席表を「共有する」か、「共有しない」かの設定を行
う項目である。「共有しない」座席表をローカル座席表と呼び、「共有する」座席表を共
有座席表と呼ぶ。ローカル座席表は、ユーザ自身が座席表名称を設定し、座席の作成、配
置変更、削除ができる座席表である。共有座席表は、他のユーザと座席表名称、座席の配
置が共有できる座席表で、座席表を作成したユーザのみが、共有座席表内にて座席の配置
変更、削除などの編集処理を行うことが可能な座席表であり、作成者以外のユーザは、座
席の配置変更や削除などの編集処理を行うことはできない。ここで座席表を「共有する」
設定を行うと、後述の座席表利用選択画面(図２０)上に共有利用できる候補の共有座席表
として登録される。
【００９３】
　設定完了後、座席表作成画面１０００内の確定（ボタン）１００３が押下されると、座
席表作成画面１０００は閉じられ、図１１に示されるように、座席表・ウインドウ９００
内に新たな座席表が作成され表示される。但しこの時点ではユーザ毎の座席は作成されて
いないので、座席表には座席は表示されていない。一方、キャンセル１００４が押下され
ると、座席表作成画面１０００は閉じられ、座席表の作成はキャンセルされる。
【００９４】
　座席表作成動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の
座席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表プロパティ設定機能を用いて行
われ、座席表コンポーネント５１４の座席表プロパティが設定され、最終的に、ＤＢアク
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セスコンポーネント５０３の追加機能により、新たな座席表がＤＢ１０１に登録される。
【００９５】
　新たに登録された座席表は、座席表プロパティとして例えば図に示されるデータ構造を
有する。図１２は、座席表プロパティのデータ構造例を示す。座席表名称や共有区分の値
は、座席表作成画面１０００からの入力が反映され、作成者ユーザＩＤや座席表ＩＤの値
は自動的に入力される。
【００９６】
　（座席の作成の動作例）
　図１３は、座席作成の為の座席作成画面例を示す。座席表においてユーザの座席を作成
する場合、ユーザは、図１１の座席表において座席作成（ボタン）１１０１をマウス２６
を用いて例えば左クリック操作を行う。すると図１３に示される座席作成画面１３００が
表示される。そして、ユーザ一覧１３０１から、座席表上に配置する予定のユーザ（例え
ばuser01）を左クリックで選択する。選択後、確定（ボタン）１３０２が押下されると、
座席作成画面１３００は閉じられ、図１４に示されるように、座席表内に新たな座席（例
えばuser01）が作成され表示される。一方、キャンセル１３０３が押下されると、座席作
成画面１３００は閉じられ、座席の作成はキャンセルされる。
【００９７】
　座席作成動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の座
席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席作成機能及び座席表示機能を用いて
行われ、座席コンポーネント５１５の位置情報、メンバ設定データが設定され、最終的に
、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の追加機能により、新たな座席の位置情報、メンバ
設定データがＤＢ１０１に登録される。
【００９８】
　なおユーザ一覧１３０１内のユーザには、別途ユーザ毎に属性情報が保持されている。
図１５は、ユーザ情報のデータ構造例を示す。ユーザ情報は図１５に示されるようなデー
タ項目及びデータ値からなる。また図１６は、座席データのデータ構造例を示す。新たに
登録された座席データは、図１６に示されようなるデータ構造及びデータ値からなる。各
項目及びその説明は図の通りであるが、座席データ項目内の、例えばユーザＩＤは、ユー
ザ情報内のユーザＩＤに相当しており、座席データとユーザ情報とを関連付けている。よ
って、座席データ後述するように座席アイコンがクリック操作されると座席の内容表示が
なされるが、座席データ内のユーザＩＤをキーとしてユーザ情報が取得された結果、座席
の内容表示がなされている。つまり、座席の内容表示において、座席に座っているユーザ
のユーザ情報（ユーザ名、フリガナ、電話番号、メールアドレス等）が表示されることに
なる。
【００９９】
　（座席の内容表示及び在席状況設定の動作例）
　図１７は、座席の内容表示画面例を示す。座席の内容表示する場合、ユーザは、図１４
の座席表画面例に表示されている座席表上の座席を例えば左クリックのダブルクリック操
作等を行う。すると図１７に示される座席の内容表示画面１７００が表示される。内容表
示画面１７００では、その座席のユーザの在席状況（プレゼンス）やユーザ情報が表示さ
れる。在席状況は、図１６の座席データが反映されており、その座席のユーザの在席状況
を示す情報であり、例えば在席、離席、外出、退社などのプレゼンスにより示される。ま
たユーザ情報は、図１５のユーザ情報が反映されており、ユーザ名とその属性情報からな
っている。例えばユーザ名、フリガナ、所属、電話番号（複数可）、メールアドレス（複
数可）などからなっている。このように座席の内容表示画面を表示させることで、その座
席のユーザの在席状況やユーザ情報を確認できる。
【０１００】
　ここで、在席状況（プレゼンス）はプレゼンス選択（ボックス）１７０１から選択して
設定できる。図１８は、プレゼンス選択１７０１の選択リスト例を示す。プレゼンス選択
１７０１からは、在席、離席、外出、退社、その他などの在席状況を選択できるようにな
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っており、この中から座席在席状況を選択して設定できるようになっている。また各在席
状況の図柄模様及び彩色は、視覚的に在席状況を確認できるように、各在席状況に応じて
座席表上の座席に併せて表示される。勿論在席状況の種類としては、この他にも任意の在
席状況を設けることもでき、また図柄模様及び彩色も任意に設定することが可能である。
【０１０１】
　なおまたプレゼンス備考入力欄１７０２は、在席状況を補足する事項があれば自由に記
入できる欄である。例えば在席状況「外出」の場合、その行き先などが記入される。
【０１０２】
　そして最終的に確定（ボタン）１７０３が押下されると、在席状況設定等が行われてい
る場合、それら設定が反映された上、内容表示画面１７００は閉じられ図１９に示される
ような座席表が表示されている画面に戻る。一方、キャンセル１７０４が押下されると、
在席状況設定等が行われている場合、それら設定がキャンセルされた上、同様に内容表示
画面１７００は閉じられ図１９に示されるような座席表が表示されている画面に戻る。
【０１０３】
　図１９は、在席状況が離席に設定された座席表画面例を示す。プレゼンス選択１７０１
の選択リストから「離席」が選択されたとすると、図に示されるように、「user01」の座
席アイコンは離席を示す図柄模様（本図例では彩色は付していない）が反映されて表示さ
れる。また図１９の座席表画面例においては、さらに「user02」の座席アイコンが作成さ
れたとし、在席状況は「外出」が設定されている。そしてプレゼンス備考入力欄１７０２
には「顧客先で打ち合わせ」と記入されている。
【０１０４】
　ここで、図１５のユーザ情報のデータ構造例及び図１６の座席データ構造例において、
いずれにも項目名「在席区分」のデータ項目が設けられている理由について言及しておく
。いずれもユーザの在席状況（プレゼンス）を示す値を保持するデータ項目であるが、座
席表上の座席アイコンに対していずれの方の在席状況を反映されるかの点で異なる。原則
的には、在席、離席、外出、退社、その他など、どの在席状況であっても、座席データ内
の「在席区分」の値を在席状況として、座席アイコンの模様図柄に反映させればよい。し
かし、外出、退社といった在席状況の場合、座席データ内ではなく、ユーザ情報内の「在
席区分」の値を在席状況として、座席アイコンの模様図柄に反映させたほうが便利な場合
がある。
【０１０５】
　例えば、ユーザが２つ以上のオフィスにおいてそれぞれ自身の座席を持っている事例を
想定する。片方のオフィスの座席ａに着席している場合、座席表Ａ上の座席ａの在席状況
は「在席」となっており、もう片方のオフィスの座席表Ｂ上の座席ｂの在席状況は「外出
」となっていると考えられる。この場合、座席ａ及び座席ｂそれぞれの座席データ内の「
在席区分」の値を在席状況として、座席アイコンの模様図柄に反映されている。
【０１０６】
　一方、ユーザが例えば顧客先に外出している場合、又は退社（休暇）している場合を想
定すると、両方のオフィスにおいて在席状況は同一の状態になっているはずである。つま
り、座席ａ、座席ｂの在席状況はいずれも「外出」又は「退社」となっている。このよう
に、「外出」、「退社」というような同一の在席状況の場合、座席ａ及び座席ｂそれぞれ
のユーザ情報内の「在席区分」の値を在席状況として、座席アイコンの模様図柄に反映さ
れるようにした方が好適である。
【０１０７】
　また例えば、ユーザが退社する場合、片方のオフィスの座席ａの在席状況を「退社」に
変更すれば、これに伴い、ユーザ情報内の「在席区分」の値が「退社」に変更される。す
ると、座席ｂもまたユーザ情報内の「在席区分」の値を在席状況として、座席アイコンの
模様図柄に反映されるようなっているので、座席ｂの在席状況の変更を行わずとも、自動
的に座席ｂの在席状況についても同様に「退社」に変更されるようになるのである。
【０１０８】
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　以上このように座席の内容表示動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コン
ポーネント５０１の座席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表示機能、座
席コンポーネント５１５の内容表示機能を用いて行われる。また在席状況等が設定（更新
）された場合の座席の内容更新動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポ
ーネント５０１の座席表表示機能と、座席コンポーネント５１５のプレゼンス表示機能、
プレゼンス設定機能を用いて行われ、最終的に、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の更
新機能により、ＤＢ１０１上の座席のプレゼンス情報が更新される。
【０１０９】
　（座席の移動の動作例）
　座席表上において座席を移動する場合、ユーザは、図１４の座席表画面上の、例えば「
user01」の座席アイコンをドラッグ操作して移動を行い、座席表上任意の場所である座席
移動配置先にドロップ操作を行えばよい。この操作は例えば座席表上、座席のレイアウト
変更時などに行われる。
【０１１０】
　座席の移動動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の
座席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表示機能及び座席貼り付け機能と
、座席コンポーネント５１５の移動機能を用いて行われ、座席コンポーネント５１５の位
置情報が変更設定され、最終的に、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の更新機能により
、ＤＢ１０１上の座席の位置情報が更新される。
【０１１１】
　（座席の削除の動作例）
　座席表上から座席の削除を行う場合、ユーザは、図１４の座席表画面上の、例えば「us
er01」の座席アイコンに対し右クリック操作を行う。するとメニュー・ボックスが表示さ
れ、このメニュー・ボックスでは、座席に対して削除操作指示が選択できるようになって
いる。ユーザはメニュー・ボックス内から「削除」を選択することにより、座席の削除を
行える。それまで表示されていた座席はその後削除され非表示となる。
【０１１２】
　座席の削除動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の
座席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表示機能と、座席コンポーネント
５１５の処理選択機能を用いて行われ、座席コンポーネント５１５の位置情報及びメンバ
設定データが削除され、最終的に、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の削除機能により
、ＤＢ１０１上の座席情報が削除される。
【０１１３】
　（共有座席表の利用の動作例）
　再び図１１を参照する。図１１の座席表においては、座席表利用選択（ボタン）１１０
２が設けられている。ユーザは共有座席表を共有利用する場合、この座席表利用選択１１
０２を例えば左クリックすると、図２０の座席表利用選択画面例が表示される。座席表利
用選択画面２０００には、２つの座席表２００１と、座席表２００２が登録されて表示さ
れている。そして座席表２００２が共有座席表である。
【０１１４】
　座席表２００２の共有座席表を共有利用する場合、例えば左クリックで選択し、共有利
用（ボタン）２００３を押下する。すると、座席表利用選択画面２０００は閉じられ、図
９の選択ボックス９０２内の選択項目に共有利用する座席表（例えば座席表名称usergrou
p02）が追加される。この共有利用する座席表は、作成者（例えばuser01）以外のユーザ
は編集することはできない。また、共有利用する座席表は、その作成者が変更を加えると
、各利用者の座席表もまた自動更新される。図９の選択ボックス９０２内に追加された座
席表は、選択ボックス９０２から選択されれば、座席表・ウインドウ９００内に当該座席
表が表示される。
【０１１５】
　共有座席表の共有利用動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネン
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ト５０１の座席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表利用設定機能と座席
表プロパティ設定を用いて行われ、共有座席表を共有利用設定することにより、座席表コ
ンポーネント５１４の座席表プロパティ（「共有区分」：共有する）が新しく作成され、
最終的に、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の追加機能により、ユーザが共有利用設定
した共有座席表がＤＢ１０１上に登録される。
【０１１６】
　これに対し、座席表利用選択画面２０００にて、座席表２００２の共有座席表を個別利
用する場合、例えば左クリックで選択し、個別利用（ボタン)２００４を押下する。する
と、座席表利用選択画面２０００は閉じられ、図９の選択ボックス９０２内の選択項目に
共有利用する座席表（例えば座席表名称usergroup02）が追加される。この個別利用設定
した共有座席表は、新たなローカル座席表となり、共有座席表の作成者（例えばuser01）
以外のユーザでも編集することができる。
【０１１７】
　共有座席表の共有利用動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネン
ト５０１の座席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表利用設定機能と座席
表プロパティ設定を用いて行われ、共有座席表を共有利用設定することにより、座席表コ
ンポーネント５１４の座席表プロパティ（「共有区分」：共有しない）が新しく作成され
、最終的に、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の追加機能により、ユーザが共有利用設
定した共有座席表がＤＢ１０１上に登録される。
【０１１８】
　（ローカル座席表の雛形登録の動作例）
　再び図１１を参照する。図１１の座席表においては、座席表雛形登録（ボタン）１１０
３が設けられている。ローカル座席表を雛形登録する場合、ユーザは、座席表雛形登録（
ボタン）１１０３を例えば左クリックする。すると、現在表示中の座席表を雛形として登
録するかどうか確認するダイアログボックス（はい／いいえ）が表示され、「はい」を選
択すると現在表示中の座席表を雛形として登録する処理が実行される。また「いいえ」を
選択すると現在表示中の座席表を雛形として登録する処理がキャンセルされる。
【０１１９】
　雛形登録動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の座
席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表公開機能を用いて行われ、座席表
を雛形登録することにより、座席表コンポーネント５１４の座席表プロパティがひな形と
して新しく作成され、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の追加機能により、雛形登録し
たローカル座席表がＤＢ１０１上に登録される。
【０１２０】
　ダイアログボックスにて「はい」を選択すると、図２０の座席表利用選択画面において
、雛形登録されたローカル座席表が表示される。座席表利用選択画面２０００には、雛形
登録されたローカル座席表２００１が表示されている。
【０１２１】
　ローカル座席表２００１の雛形を個別利用する場合、例えば左クリックでローカル座席
表２００１を選択し、個別利用２００４を押下する。すると、座席表利用選択画面２００
０は閉じられ、図９の選択ボックス９０２内の選択項目に個別利用したローカル座席表（
例えば座席表名称Aプロジェクト）が追加される。この雛形を個別利用設定することで新
たに作成されたローカル座席表は、元の雛形の作成者（例えばuser01）以外のユーザが編
集することもできる。
【０１２２】
　個別利用設定したローカル座席表の作成動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の
表示コンポーネント５０１の座席表表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表利
用設定機能と座席表プロパティ設定を用いて行われ、雛形のローカル座席表を個別利用設
定することにより、座席表コンポーネント５１４の座席表プロパティが新しく作成され、
最終的に、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の追加機能により、個別利用設定したロー
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カル座席表がＤＢ１０１上に登録される。
【０１２３】
　（座席表を利用した付箋送信の動作例）
　図２１は、座席表を利用した付箋送信の動作を説明するためのグループウェアの基本画
面例である。基本画面内には、メモ帳・ウインドウ６２０、座席表・ウインドウ９００、
及び伝言ビュー・ウインドウ２１００がマルチウインドウ形式にて表示されている。
【０１２４】
　メモ帳・ウインドウ６２０においては、付箋ｅ、ｆが置かれており、上述したようにこ
れら付箋ｅ、ｆは、各種機能ビュー上に移動又は複写することができる。そのうち付箋ｅ
は、図７の付箋作成画面７００により作成された付箋である。また、付箋作成画面７００
のタイトル入力欄には「グループミーティング」、内容入力欄には「仕様書作成のため。
第２会議室、予約済み。」といった内容が入力されて作成されているものとする。従って
付箋ｅは、図８に示される付箋データ構造においては、「タイトル」(Ｎｏ４)、内容(Ｎ
ｏ５)に、ぞれぞれ「グループミーティング」、「仕様書作成のため。第２会議室、予約
済み。」という値が保持されている。
【０１２５】
　まず座席表を用いて「付箋」の送信を行う場合、ユーザは、図９の選択ボックス９０２
内の選択項目から、付箋を送信したい相手のいる座席表を表示する。ここでは、座席表「
usergroup02」内の「user02」に対して付箋ｅを送信するものとする。
【０１２６】
　送信したい相手がuser02の場合、メモ帳・ウインドウ６２０上の付箋ｅを例えばドラッ
グして移動し、座席表・ウインドウ９００内のuser02の座席の上にドロップする。ドロッ
プした際には付箋ｅの表示は消えるが、付箋ｅはuser02に伝言として送信されている。こ
の送信された付箋ｅはuser02側の伝言ビューにて確認できる。
【０１２７】
　伝言ビューは、伝言メッセージのやり取りを行える機能ビューの１つである。図２１の
伝言ビュー・ウインドウ２１００を参照すると、先程の付箋送信のタイミングで、user02
に付箋ｅを伝言として送信したユーザ（user01）の伝言ビューの送信一覧上には、分類：
送信、タイトル：グループミーティング、送信日時：2009/xx/xx、受信者：user02が追加
され表示されている。なお伝言ビュー・ウインドウ２１００内の右上の選択ボックスにて
、表示する伝言の分類を「送信」、「受信」、「全て」などから選択できる。図２１の伝
言ビュー・ウインドウ２１００では、「送信」が選択されているので、送信済みの伝言が
送信履歴として表示されているものである。
【０１２８】
　付箋送信動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の座
席表表示機能と伝言表示機能と、座席表コンポーネント５１４の座席表示機能と伝言送信
機能と、伝言コンポーネント５１５の送信伝言表示機能を用いて行われ、付箋を座席上に
ドロップしたタイミングで、送信側（user01）の付箋データは、図８のデータ項目のうち
、Ｎｏ６（配置先：メモ帳→伝言ビュー）、２１（更新日）、２２（更新者：user01）が
更新され、Ｎｏ２５（受信者）が送信先ユーザであるuser02に、２６（受信日時）が送信
を行った日付で新たに設定され、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の更新機能により、
ＤＢ１０１上の送信側の付箋データが更新される。
【０１２９】
　また、受信側の付箋が新しく作成される。受信側（user02）の付箋データは、図８のデ
ータ項目のうち、Ｎｏ１が自動的に付番され、Ｎｏ２を送信先ユーザＩＤであるuser02に
設定し、Ｎｏ４、５は送信側からの付箋データをそのままコピーし、Ｎｏ６は伝言ビュー
に設定し、Ｎｏ１９、２０、２３、２４には付箋の送信を行った日付、ユーザが設定され
、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の追加機能を用いることにより、ＤＢ１０１上に受
信側の付箋データが追加される。
【０１３０】
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　一方、受信した伝言は、受信側user02のグループウェアから伝言ビューを表示させて確
認できる。図２２は、伝言ビュー・ウインドウ２２００の一例を示す。先程user01から送
信された伝言は、受信側user02の伝言ビューの一覧上に、分類：受信、タイトル：グルー
プミーティング、受信日時：2009/xx/xx、送信者：user01と表示されている。この伝言を
例えばダブルクリックすると、伝言内容確認画面が表示され、伝言に記載された内容を確
認することができる。図に示されるように、「タイトル」として「グループミーティング
」、「内容」として「仕様書作成のため。第２会議室、予約済み。」を確認できる。これ
は先の付箋ｅが保持していたデータ内容に一致する。なおまた受信したこの伝言に対して
返信ボタンを押下して返信することも可能である。
【０１３１】
　受信した伝言表示動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５
０１の伝言表示機能と、伝言コンポーネント５１６の受信伝言表示機能と、付箋コンポー
ネント５０２の内容表示機能を用いて行われる。
【０１３２】
　（送信先設定済みポストを利用した付箋送信の動作例）
　上述では付箋を送信する場合、付箋を例えばドラッグして移動し座席表の座席の上にド
ロップすることにより、付箋を伝言として送信することができた。ここでは、ポストなる
概念を導入して、同様に付箋を伝言として送信する例を示す。
【０１３３】
　ポストを作成する場合、図６のポスト作成（ボタン）６５０を例えば左クリックする。
すると、図２３のポスト作成／編集画面が表示される。ポスト作成/編集画面２３００に
て、ユーザは、作成しようとするポスト名称２３０１に任意のポスト名を入力し、ポスト
配置先選択２３０２を例えば左クリックして、ポスト配置先選択リスト２３０２－２を表
示させる。ユーザはポストの配置先を選択する。配置先は、座席表上のみならず、Top画
面や、メモ帳、掲示板、マトリクス等の各種機能ビューから選択できる。ここではポスト
の配置先を「Top画面」に設定する場合、ポスト配置先選択リスト２３０２－２の中から
「Top画面」を選択する。
【０１３４】
　次に、送信対象となるユーザを以下のような手順で設定する。まず送信対象とするユー
ザをユーザ一覧２３０３の中から選択して、送信対象ユーザ一覧２３０４へ例えばドラッ
グ・アンド・ドロップ操作を行う。送信対象ユーザの設定が終わるまで、この作業を繰り
返す。ユーザ一覧２３０３には、個人としてのユーザ(user01、user02等)と、ユーザグル
ープを表す座席表(usergroup01、usergroup02等)も登録されているので、単一ユーザ及び
座席表グループ単位で、送信対象ユーザを設定できるようになっている。ここでは、座席
表「usergroup02」を送信対象ユーザとして設定する。
【０１３５】
　送信対象ユーザの設定完了後、確定（ボタン)２３０５を押下して確定すると、ポスト
作成／編集画面２３００は閉じられ、「Top画面」の上にポストの図柄画像が作成され表
示される。一方、送信対象ユーザの設定完了後、キャンセル（ボタン)２３０６を押下す
ると、ポスト作成はキャンセルされる。
【０１３６】
　図２４は、Top画面上に配置されたポストの表示例を示す。図に示されるように、Top画
面上において、ポスト２４０１が作成され配置されている。後述するようにポスト２４０
１に対して付箋をドラッグ・アンド・ドロップ操作することにより、設定された送信対象
ユーザに付箋が伝言として送信される。
【０１３７】
　ポスト作成動作は、機能コンポーネント構成（図５）中の表示コンポーネント５０１の
ポスト作成指示機能とポスト表示機能と、ポストコンポーネント５０５の送信対象設定機
能を用いて行われて、ポストコンポーネント５０５のポストプロパティが設定され、最終
的に、ＤＢアクセスコンポーネント５０３の追加機能を用いることにより、新しく作成し
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たポストのプロパティがＤＢ１０１上に追加される。
【０１３８】
　次いで、送信先設定済みポストを用いて付箋送信を行う。再び図２４を参照して、ポス
トを用いて、ユーザが付箋ｅを送信する場合、ユーザは、付箋ｅを例えばドラッグしてポ
ストまで移動させ、ポスト上でドロップする。すると、ポストに対して設定されている送
信対象ユーザ全てに対して付箋ｅが伝言として送信される。具体的に、送信対象ユーザは
座席表「usergroup02」が設定されているので、座席表「usergroup02」上の座席を持つユ
ーザ全てに対して付箋ｅが伝言として送信される。これは即ち座席表「usergroup02」上
の全ての座席毎に付箋ｅに対して繰り返しドラッグ・アンド・ドロップ操作を行う場合と
同等の動作を、ポストへの一度の操作で実行することができる。このようにポストを用い
て付箋を送信すれば、都度送信の場合に比べ手間がかからず一括送信できる点で便利であ
る。そして上述したように、送信された付箋ｅは、送信対象ユーザの伝言ビュー上にて確
認可能となっている。
【０１３９】
　なおここで、送信対象ユーザの設定に関して変形例を示しておく。上述のポスト作成/
編集画面２３００では、ポスト名称の入力、ポスト配置先選択を行い、さらに送信対象ユ
ーザの設定を行うものとした。しかしながら変形例では、ポスト作成/編集画面では、ポ
スト名称の入力、ポスト配置先選択だけを行い、送信対象ユーザの設定は行わないでおく
。そしてポストを用いて付箋送信を行うに際し、付箋がポスト上にドラッグ・アンド・ド
ロップされた段階で、ポスト作成/編集画面２３００のようなユーザ一覧２３０３及び送
信対象ユーザ一覧２３０４の画面を表示させ、送信対象ユーザを設定（指定）させるよう
にする。上述の送信先設定済みポストでは予め設定されている送信対象ユーザに対して付
箋を送信できるのに対して、都度送信対象ユーザを設定するようにすることで、柔軟にそ
の送信先を設定できる点で有利である。なお送信先設定済みポストであっても、付箋がポ
スト上にドラッグ・アンド・ドロップされた段階で、ポスト作成/編集画面２３００を表
示させ、送信対象ユーザをさらに設定（指定）させるようにすることもできる。
【０１４０】
　[実施形態３：伝言ビュー及び各機能ビューの連携]
　図２５は、伝言ビューとその他の機能ビューとの連携を説明する図である。図には、伝
言ビュー（ウインドウ）２５０１、掲示板（ウインドウ）２５０２、スケジュール（ウイ
ンドウ）２５０３、マトリクス（ウインドウ）２５０４、メモ帳（ウインドウ）２５０５
が示されている。
【０１４１】
　掲示板２５０２は、付箋を掲示して状況を共有する機能ビューであり、スケジュール２
５０３は、スケジュール表において個人又はグループメンバーのスケジュール管理を行う
機能ビューであり、マトリクス２５０４は、タスク重要度等のタスク管理を行う機能ビュ
ーである。またメモ帳２５０５は、上述のように付箋を一時的に保持する一時作業フィー
ルドとして利用される。
【０１４２】
　上述したように、本発明に係るグループウェアシステム１００において、サーバ装置１
は、本発明に係るグループウェアサーバであり備え各種グループウェア機能をクライアン
ト端末２に提供する。本発明に係るグループウェアでは、上述の座席表や伝言ビューに加
え、図６に示されるようにメモ帳や、掲示板、スケジュール、マトリクスなどの機能ビュ
ーについてもまた利用可能である。
【０１４３】
　図２５の伝言ビュー２５０１には、先程座席表を介して送信された付箋ｅが伝言という
形で配置されているといえる。よって図に示されるように、この伝言について伝言ビュー
２５０１上から、例えば各機能ビュー、メモ帳上へドラッグ・アンド・ドロップ操作を行
えば、再び付箋ｅとして各機能ビュー、メモ帳上に配置することができる。以下具体例を
示す。
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【０１４４】
　伝言（付箋ｅに相当）は、「タイトル」(図８、Ｎｏ４)、内容(図８、Ｎｏ５)に、ぞれ
ぞれ「グループミーティング」、「仕様書作成のため。第２会議室、予約済み。」という
値を有していた。よって、この情報を周知させたいような場合、掲示板に付箋として掲示
するとよい。伝言ビュー２５０１上から伝言（付箋ｅ相当）について、例えば掲示板２５
０２上にドラッグ・アンド・ドロップ操作を行えば、再び付箋ｅとして掲示板２５０２上
に配置することができる。なおこのとき、付箋ｅに付帯するデータに関し、伝言ビュー２
５０１内で保持していたデータはそのまま継承されるが、掲示板２５０２上に付箋ｅが配
置されるとき、図８を参照するとＮｏ１３（掲示者）やＮｏ１４（掲示期限）などのデー
タ値は必須である。よって例えばＮｏ１３（掲示者）のデータ値は、ドロップ操作を行っ
たユーザを自動入力したり、Ｎｏ１４（掲示期限）のデータ値は所定期間を自動入力した
り又はドロップ操作のタイミングで掲示期限の補完入力を促すダイアログを表示させる。
なおさらに情報を周知させるという意味で、掲示板２５０２上に付箋ｅが配置されたとき
、掲示板ユーザに対してその付箋ｅを伝言として送信するようにもできる。いうまでもな
く受信者は伝言ビュー２５０１を利用してこの伝言を確認できる。
【０１４５】
　また伝言（付箋ｅに相当）は、グループミーティングが開催される趣旨の内容のもので
あるから、スケジュール２５０３にスケジューリングしておくことで、スケジュール管理
に役立つ場合がある。このような場合も同様に、伝言ビュー２５０１上から伝言（付箋ｅ
相当）について、例えばスケジュール２５０３上にドラッグ・アンド・ドロップ操作を行
えば、再び付箋ｅとしてスケジュール２５０３上に配置することができる。
【０１４６】
　また伝言（付箋ｅに相当）は、グループミーティングが開催される趣旨の内容のもので
あるから、マトリクス２５０４にタスクとして登録しておくことで、タスク管理に役立つ
場合がある。このような場合も同様に、伝言ビュー２５０１上から伝言（付箋ｅ相当）に
ついて、例えば緊急度や重要度を考慮してマトリクス２５０４上の所定位置にドラッグ・
アンド・ドロップ操作を行えば、再び付箋ｅとしてマトリクス２５０４上に配置すること
ができる。
【０１４７】
　また伝言（付箋ｅに相当）は、とりあえずメモ帳上２５０５にグループミーティングが
開催される趣旨の内容を保持しておきたい場合、同様に、伝言ビュー２５０１上から伝言
（付箋ｅ相当）について、例えばメモ帳上２５０５上の所定位置にドラッグ・アンド・ド
ロップ操作を行えば、再び付箋ｅとしてメモ帳上２５０５上に配置することができる。
【０１４８】
　一般に、各機能ビューはそれぞれ本来の役割があるので、機能ビュー毎に求められる情
報には差異がある。各機能ビューにおいて付箋が配置された際、付箋に付帯するデータは
、各機能ビューによってもまた異なる。しかし、付箋のデータ構造（図８）に示されるよ
うに、本発明に係る付箋は、メモ帳及び機能ビュー全てで使用されうるデータを全て格納
可能なデータ構造を有しているので、付箋がメモ帳又はどの機能ビュー上に配置されても
全てのデータを格納可能である。これはいずれの機能ビュー上であっても、機能ビュー毎
で利用される多様な情報をシームレスに利用できるようにするためである。従って以上の
ように、付箋をこれらメモ帳や機能ビュー間で切り貼りすることにより、スムーズに情報
共有や情報伝達が行えるようになっている。
【０１４９】
　[実施形態４：座席表及びスケジュールの連携]
　最後に、スケジュール・機能ビューに張り付いている付箋に設定した行動予定カテゴリ
を、ユーザ情報及び座席データの在席状況（プレゼンス）に自動的に反映させる動作例に
ついて説明する。
【０１５０】
　再び図８を参照すると、スケジュール・機能ビューのデータ構造においは、「行動予定
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カテゴリ」（Ｎｏ３）、「開始予定日」（Ｎｏ１７）、「終了予定日」（Ｎｏ１８）のデ
ータ項目は必須の値となっている。つまり付箋がスケジュール・機能ビューに配置されて
いる場合、「行動予定カテゴリ」、「開始予定日」及び「終了予定日」を示す値が保持さ
れている。
【０１５１】
　「開始予定日」及び「終了予定日」は、あるスケジュールの開始予定日及び終了予定日
を示し、具体的には年日時の情報が保持されている。そして「行動予定カテゴリ」は、そ
のスケジュールに応じた在席状況のカテゴリや区分を示す。例えばそのスケジュールを遂
行するにあたってそのときの在席状況が、離席であれば「行動予定カテゴリ：２」、外出
であれば「行動予定カテゴリ：３」、退社であれば「行動予定カテゴリ：４」というよう
にカテゴライズされている。
【０１５２】
　より具体的に、会議の予定がある場合、スケジュール・機能ビュー上に配置されている
付箋に付帯するデータは「行動予定カテゴリ：２」、「開始予定日：2009/xx/xx」及び「
終了予定日:2009/yy/yy」となっていることが想定される。そして会議の予定に伴い、そ
のときのユーザの在席状況は離席となるはずである。また、外出の予定がある場合、スケ
ジュール・機能ビュー上に配置されている付箋に付帯するデータは「行動予定カテゴリ：
３」、「開始予定日：2009/xx/xx」及び「終了予定日:2009/yy/yy」となっていることが
想定される。そして外出の予定に伴い、そのときのユーザの在席状況は外出となるはずで
ある。
【０１５３】
　従って、通常は上述のプレゼンス選択１７０１の選択リスト例（図１８）にて、ユーザ
は手動で、在席、離席、外出、退社、その他などの在席状況を選択して設定できるところ
、本実施形態では、スケジュール・機能ビューと座席表・機能ビューを連携させ、スケジ
ュール・機能ビューに張り付いている付箋に設定した行動予定カテゴリを、ユーザ情報及
び座席データの在席状況（プレゼンス）に自動的に反映（更新）させることができる。こ
れにより、在席状況をユーザが手動で設定する手間を削減でき、また座席の在席状況を設
定し忘れてしまったような場合に有効である。
【０１５４】
　この場合、チェッカーコンポーネント５０７は、付箋がスケジュール・機能ビューに配
置される場合（図８のＮｏ６）、「行動予定カテゴリ」と「開始予定日」の値を監視し、
開始予定日時に当該ユーザの座席データの「在席区分」（図１６）を「離席」に設定する
。また必要に応じて「終了予定日」の値を監視し、終了予定日時に当該ユーザの座席デー
タの在席状況を「在席」に設定することもできる。
【０１５５】
　座席状況更新動作は、機能コンポーネント構成（図５）中のチェッカーコンポーネント
５０７の監視機能及び在席状況変更機能を用いて行われ、最終的に、ＤＢアクセスコンポ
ーネント５０３の更新機能を用いることにより、ＤＢ１０１上の座席のプレゼンス情報が
更新される。
【０１５６】
　なお、再び図１５及び図１６を参照すると、図１５のユーザ情報のデータ構造例及び図
１６の座席データ構造例において、いずれにも項目名「在席区分」のデータ項目が設けら
れていた。いずれもユーザの在席状況（プレゼンス）を示す値を保持するデータ項目であ
るが、座席表上の座席アイコンに対していずれの方の在席状況を反映されるかの点で異な
る。上述したように、原則的には、在席、離席、外出、退社、その他など、どの在席状況
であっても、座席データ内の「在席区分」の値を在席状況として、座席アイコンの模様図
柄に反映させればよい。しかし、外出、退社といった在席状況の場合、座席データ内では
なく、ユーザ情報内の「在席区分」の値を在席状況として、座席アイコンの模様図柄に反
映させたほうが便利な場合があるからである。
【０１５７】
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　よって、「行動予定カテゴリ：３」（外出）又は「行動予定カテゴリ：４」（退社）で
ある場合には、チェッカーコンポーネント５０７は、付箋がスケジュール・機能ビューに
配置される場合（図８のＮｏ６）、「行動予定カテゴリ」と「開始予定日」の値を監視し
、開始予定日時に、当該ユーザの座席データの「在席区分」（図１６）に代えて、当該ユ
ーザのユーザ情報の「在席区分」（図１５）の方を「外出」や「退社」に設定することも
可能である。
【０１５８】
　[総括]
　以上の実施形態の説明において、各機能ビュー間を跨いでの付箋の移動やコピー動作、
及び付箋データの連携について説明してきた。付箋（画像オブジェクト）は、共通の情報
保持媒体であり、いずれの機能ビュー上、メモ帳上においても自在に作成、配置可能とす
る為に、付箋データは予めデータ項目を全てが格納可能なようなデータ構造を有している
。従って、本発明の実施形態に係るサーバ装置１により提供されるグループウェア機能に
おいて、付箋データの連携を実現し、いずれの機能ビュー及びメモ帳においても、またも
しくはこれら間を跨ぐような付箋の操作においても、ユーザは多種多様な情報を一貫した
同一の、且つ直感的な操作性をもって取り扱うことが可能となる。
【０１５９】
　例えば、座席表機能ビューは、上述したようなユーザの在席状況を視覚的且つ直感的に
に管理可能な機能を提供しつつ、ある機能ビューやメモ帳上から伝言ビューへの付箋送付
を、座席表機能ビュー上の座席に対する付箋操作を行うことで実現させる。これにより機
能ビュー間の付箋データの連携を実現し、ユーザは情報の伝達を直感的な操作性をもって
行うことが可能となる。
【０１６０】
　以上本発明によれば、グループウェアの機能間における多様な情報を連携させ、利用者
の操作性を向上するネットワークシステム、サーバ装置、及びグループウェアプログラム
を提供することが可能となる。より詳細には、グループウェアの各機能で利用される多様
な情報（例えば、在席情報、伝言メッセージ等）を、各機能間でシームレスに連携させる
ように管理し、一貫した操作性をもって、グループウェアが目的とするところの、効率的
な情報共有を実現することができる。
【０１６１】
　なお、本発明は係る特定の実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載
された本発明の要旨の範囲内において、種々の変形・変更が可能である。例えば付箋は、
その付箋データ構造においていずれの機能ビュー及びメモ帳の全データ項目に対応してい
るので、実施形態で示した以外の機能ビュー及びメモ帳間においても、同一の操作により
付箋の移動やコピーを行うことができる。
【符号の説明】
【０１６２】
　１　　　　サーバ装置
　２　　　　クライアント端末
　３　　　　ネットワーク
　１０１　　記憶部（ＤＢ）
　１０２　　送信部
　１１、２１　　ＣＰＵ
　１２、２２　　ＲＯＭ
　１３、２３　　ＲＡＭ
　１４、２７　　通信装置
　１５、２８　　補助記憶装置
　１６、２９　　バスライン
　２４　　　　ディスプレイ
　２５　　　　キーボード
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　２６　　　　マウス
　２０１　　表示部
　２０２　　画像オブジェクト表示部
　２０３　　操作部
　２０４　　更新要求部
　５０１　　表示コンポーネント
　５０２　　付箋コンポーネント
　５０３　　メモ帳コンポーネント
　５０４　　ＤＢアクセスコンポーネント
　５０５　　ポストコンポーネント
　５０６　　ユーザ情報コンポーネント
　５０７　　チェッカーコンポーネント
　５１０　　機能コンポーネント
　５１１　　掲示板コンポーネント
　５１２　　マトリクスコンポーネント
　５１３　　スケジュールコンポーネント
　５１４　　座席表コンポーネント
　５１５　　座席コンポーネント
　５１６　　伝言コンポーネント
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１６３】
【特許文献１】特許４０５７１７１号
【特許文献２】特開２００４‐３１０２７２号

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】
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